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郷土出身風刺漫画家（那須良輔氏）の作品を展示する記念館で
毎年行われる湯前町漫画フェスタ＜湯前町漫画美術館提供＞

上 球 磨 消 防 組 合

　上球磨の「上」を消防の力強いイメージでタッチし、構

成八ヶ町村を８本のラインでアレンジ、その礎となること

を表現するとともに、全体の丸みは管内が一体となって、

災害に対処する様を象徴したものであります。

（赤は消防、青は球磨川を表現）
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湯前まんが美術館（那須良輔記念館）

　湯前まんが美術館（那須良輔記念館）は、本町出身の政治漫画家故・ 那須良輔氏

の偉業を保存・展示する館として、開館しました。政治や経済、環境、国際的な問

題から身近な暮らしを漫画で表現。文化の香り漂う町を散策。

美と風刺を満喫。
　くま川鉄道湯前駅の東側にある美術
館には、町出身の政治風刺漫画家・故 
那須良輔氏の作品が収蔵・常設展示さ
れています。
　風刺の効いたマンガの数々は、今で
も思わずニヤッとさせられるものばか
りです。

　その他、同氏や郷土ゆかりの漫画家を中心とした企画展示、全国公
募の風刺漫画コンクールも大好評です。

那須 良輔 ：なす りょうすけ
湯前町下染田生まれ。平成元年逝去。
［略年譜］
 
　戦後、毎日新聞紙上を中心に生涯を政治
風刺一筋に生きた反骨の漫画家。政治に対
する怒りをバネに、すぐれたデッサンで時
の政治家の似顔絵を特徴たっぷりに描きな
がら、それぞれの時代の政治や社会事象を

痛烈に風刺した。
　また、釣りや自然を題材にした随筆も多く、広く文化人として知ら
れていました。

湯前まんが美術館（湯前町中央公民館）
〒868-0621　熊本県球磨郡湯前町1834-1
Tel 0966-43-2050 / Fax 0966-43-3373



　　　　　　年報発刊にあたって

消防長　西山　晴男　　

　当消防本部は、昭和49年、管内地域の安心安全を目指した消防本部として発足し、

地域住民の皆様をはじめ、関係各位のご理解ご協力と職員の努力の積み重ねにより、

今日まで、34年に亘る活動を続けてくることができました。

　一昨年、念願でありました東分署が設置され、管内東部の防災の拠点として実働

を開始しました。これによりまして管内東部における出動体制の充実強化、とりわ

け救命率の向上に寄与することができると確信しておるところであります。

　近年、消防を取り巻く環境は、少子高齢化の進展、情報技術、科学技術の発達な

ど更に大きく変わろうとしております。それに伴い、災害も複雑多様化の傾向にあ

り、消防の責務もますます重要になってきております。

　救急出動も年々増加しており、全国的に大きな問題となっておりますが、当管内

でも増え続けており、これからも更に増加していくことが予想されます。このよう

な状況の中、平成18年６月、消防組織法の一部が改正され、消防の広域化を推進し

ていくこととされました。これから広域化に向けて、本格的な協議が行われていく

ことになりますが、組織がどう変わろうとも、消防の使命は住民の皆様の生命、身体、

財産を守るということが基本であります。

　これからも住民の皆様の負託に応えるために尚一層、知識技術の習得、訓練に努

めながら、災害の実情に即した消防活動を展開していく所存であります。

　住民の安全のよりどころとしての役割を再認識し、防災のプロとして、あらゆる

災害に対処できる強い消防をめざし、安心して暮らせるまちづくりに取り組んでい

きます。

　今後も皆様のご支援ご協力をお願い申し上げまして、年報の発刊にあたってのご

挨拶といたします。
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（１）組合管内図及び面積と人口

（平成20年４月１日現在）

東経130度55分7秒
北緯 32度15分2秒
標高156.00m
東西37 　南北25 

区分
町村

面　　積
（㎢）

山林面積
（㎢）

人　　口
（人）

世帯数
（戸）

人口密度
（人/㎢）

多 良 木 町 165.87 132.12 11,312 3,892 68.0 

湯 前 町 48.41 40.14 4,682 1,694 96.6 

水 上 村 192.11 128.37 2,608 935 13.5 

あさぎり町 159.49 105.88 17,580 5,750 109.3 

計 565.88 406.51 36,182 12,271 63.6 
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（２）組織及び役員名	 （平成20年４月１日現在）

組　合　議　員 執　行　機　関

（３）役員の定数及び任期	 （平成20年４月１日現在）

議 長 桑　　原　　武　　夫

副 議 長 森　　下　　孝　　幸

議 員 田　　原　　健　　一

〃 小　　川　　 一　　義

〃 平　　田　　助　　弘

〃 坂　　本　　 一　　郎

〃 松　　下　　幸　　郎

組 合 長 松　　本　　照　　彦

副 組 合 長 愛　　甲　　一　　典

〃 鶴　　田　　正　　已

〃 成　　尾　　政　　紀

会計管理者 松　　尾　　 　　次

監 査 委 員 尾　　方　　　　　惠

〃 松　　下　　幸　　郎

消　　防　　本　　部

消 防 長 西　　山　　晴　　男

町 村 名 組 合 長 副 組 合 長 会計管理者 議 員 監 査 委 員

多 良 木 町 1 1 2 1

湯 前 町 1 1

水 上 村 1 1 1

あさぎり町 1 3

計 1 3 1 7 2

任 　 　 期

関係町村の長の
中から互選町村
の長の任期

組合長以外の町
村長町村の長の
任期

組合長の町村の
会計管理者の任
期

関係町村の議会
議員の任期

議会選出は町村
の議員の任期識
見を有する者４
年
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（４）消防予算

イ．予算の概要（平成19年度当初予算）
⑴　歳入	 （単位：千円）

⑵　歳出	 （単位：千円）

款 平成20年度予算額 平成19年度予算額 比　　　　較

１． 分 担 金 及 び 負 担 金 ５５９. ７６４ ５４８, ９６４ １０, ８００

２． 使 用 料 及 び 手 数 料 ４４０ ４００ ４０

３． 国　 庫　 支　 出　 金 １ ９, ８００ △ ９, ７９９

４． 県　　 支　　 出　　 金 １ １ ０

５． 財　　 産　　 収　　 入 １５２ ７２ ８０

６． 寄　　　 附　　　 金 １ １ ０

７． 繰　　　 入　　　 金 ５, ０００ ２１, ５００ △ １６, ５００

８． 繰　　　 越　　　 金 ３, ０００ ３, ０００ ０

９． 諸　　　 収　　　 入 ３４１ ２６２ ７９

10． 組　　　 合　　　 債 ４５, ０００ １４, ０００ ３１, ０００

合　　　　　 計　　 ６１３, ７００ ５９８, ０００ １５, ７００

款 平成20年度予算額 平成19年度予算額 比　　　　較

１． 議　　　 会　　　 費 ３６０ ３７１ △ １１

２． 総　　　 務　　　 費 ３４, ５３２ ４０, ４３８  △ ５, ９０６

３． 消　　　 防　　　 費 ５７０, ３８６ ５５５, １１３ １５, ２７３

４． 公　　　 債　　　 費 ７, ０７７ ６１９ ６, ４５８

５． 諸　 支　　 出　 金 １ １ ０

６． 予　　　 備　　　 費 １, ３４４ １, ４５８ △ １１４

合　　　　　 計　　 ６１３, ７００ ５９８, ０００ １５, ７００
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ロ．歳入歳出予算額の推移	 （単位：千円）

ホ．平成19年度町村別一般会計予算と消防費（当初）
	 （単位：千円）

ハ．住民１人当り及び１世帯当りの
　　消防費負担割合

（単位：円）

１５年度

１６年度

１７年度

１８年度

１９年度

400,000 450,000

504

492

490

612

574

500,000 550,000 600,000 650,000

ニ．消防職員１人当りの人口及び世帯数

人口１人当りの消防費 
（常備消防費）

１世帯当りの消防費
（常備消防費）

１５, ９５６ ４６, ７９８

職 員 数 人　　　　口 世 帯 数

６２ ３５, ９８２ １２, ２７１

職員１人
当 り

５８０ １９８ 

区分
町村名

一 般 会 計
予 算 額

平成18年度
需 要 額

消 防 費
予 算 額

消 防 費 内 訳 構成比
（％）常 備 非 常 備

多 良 木 町 5,503,000 193,312 209,771 163,293 46,478 3.8 

湯 前 町 2,237,000 96,513 97,915 77,777 20,138 4.4 

水 上 村 2,024,000 69,430 77,165 59,185 17,980 3.8 

あさぎり町 8,109,797 348,517 345,801 280,316 65,485 4.3

計 17,873,797 707,772 730,652 580,571 150,081 4.1 
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（５）組合事業経過概要

年　月 経　　　　　　過　　　　　　事　　　　　　項

４８　　６ 上球磨消防組合設立協議会（同日設立委員会）
　　１０ 政令指定申請
４９　　２ 消防組織法第10条に規定する政令指定を受ける

〃 職員採用試験
〃 組合設立知事認可
４ 上球磨消防組合設立
〃 昭和49年第１回組合議会定例会（条例,予算,監査委員の選任）
〃 組合長に多良木町長恒松良一郎氏就任
〃 組合議会議長に笹渕弘之氏就任
〃 収入役に山下譲氏就任
〃 監査委員に西孝一郎氏（学識）星原秀雄氏（議会）選任
〃 消防本部発足　旧多良木高校跡仮事務所開設　職員14名採用
〃 県消防学校5名入校（第15期生）
５ 昭和49年第1回組合議会臨時会（庁舎建設契約）
〃 消防本部へ指令車配置
〃 庁舎建設工事着工
６ 消防長に赤池末夫氏就任（嘱託）
７ 職員21名採用　県消防学校入校（第16期生）
〃 消防署へ救急車配置
〃 消防署へポンプ自動車配置
〃 昭和49年第２回組合議会臨時会（条例）
８ 消防署へ水槽付ポンプ自動車配置
９ 昭和49年第３回組合議会臨時会（公平委員会の事務委託）
〃 庁舎落成
〃 無線基地局１、移動局6開局
１０ 防災、消防、救急業務実働開始
１２ 昭和49年第２回組合議会定例会（条例,補正予算）

５０　　２ 防火管理者講習会（修了者97名）
〃 昭和50年第1回組合議会定例会（条例,予算）
３ 消防署へ救急車２号配置
６ 昭和50年第1回組合議会臨時会（条例,予算,監査委員の選任）
〃 議長に堤行信氏就任
〃 議会選出監査委員に溝口保男氏就任
７ 職員採用試験
〃 無線移動局開局（しょうぼうかみくま救急２）
９ 昭和50年第2回組合議会臨時会（条例、補正予算、決算認定）
〃 職員3名採用
〃 県消防学校３名入校（第18期生）
１１ 危険物取扱主任者試験準備講習会
１２ 昭和50年第２回組合議会定例会（条例,補正予算）

５１　　３ 昭和51年第１回組合議会定例会（条例,予算）
〃 消防長赤池末夫氏退任
〃 消防長に柳原輝男氏就任
６ 消防署へ救急車３号配置（農協共済寄贈）
７ 危険物取扱主任者試験準備講習会
８ 防火管理者講習会（修了者77名）
９ 水難救助用ボート購入（船外機付）
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５１　１０ 昭和51年第１回組合議会臨時会（決算認定）
１１ 補助訓練塔工事着工
１２ 昭和51年第２回組合議会定例会（条例、補正予算）
〃 補助訓練塔完成

５２　　２ 組合長に那須始氏就任
３ 昭和52年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 県消防長会春季総会開催　（於　水上村市房総合センター）

５２　　６ 昭和52年第１回組合議会臨時会（監査委員選任）
〃 監査委員に野田昭三氏（学識）就任
９ 槻木無線中継局舎工事着工
１０ 　　　　　〃　　　　　　　　完成
〃 消防展覧会開催（於　多良木町町民広場）
１１ 槻木無線中継所開局
〃 小型ポンプ購入（林野火災用）
〃 林野火災用可搬式散水装置購入（5個）
１２ 救助工作車購入
〃 消防無線消防上球磨５　救急3開局
〃 昭和52年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

５３　　２ 昭和53年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 林野火災空中消火資機材操法訓練（主催：熊本県･営林局・上球磨消防組合　於　須恵村）
３ 職員採用試験
〃 気象観測機械設置工事着工
４ 　　　　　〃　　　　　　　　完成
〃 職員２名採用　県消防学校入校（第21期生）
７ 危険物取扱主任者試験準備講習会
８ 防火管理者講習会（修了者79名）
１２ 昭和53年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

５４　　２ 昭和54年第１回組合議会定例会（予算）
４ 庁舎増築（仮眠室・事務室）工事入札
５ 　　〃　　　　　　　　〃　　　　　工事着工
６ 昭和54年第１回組合議会臨時会（監査委員選任）
〃 議長に堤行信氏就任
〃 議会選出監査委員に星原重郎氏選任
８ 庁舎増築工事落成
１０ 実働５周年記念消防団親善駅伝大会
１２ 昭和54年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

５５　　１ 林野火災用可搬式散水装置購入（50個）
２ 昭和55年第１回組合議会定例会（予算）
３ 消防署長深水徳三郎氏退職
４ 欠員補充により１名採用
〃 県消防学校初任科１名入校（第23期生）
５ 訓練場夜間照明設置工事着工
〃 　　　　　〃　　　　　　　工事完成
７ 防火管理者講習会（修了者68名）
〃 少年消防クラブ育成会結成
〃 収入役に田原信一氏就任
８ 一斉指令及びテレホンｻｰﾋﾞｽ装置取付工事着工
〃 　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　工事完成
〃 救助技術大会（全国）出場（１名）	 	 	 	 	 	 	
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５５　　８ 少年消防クラブ合宿訓練（46名参加）
９ 消防長柳原輝男氏死亡退職
〃 第２代消防長合同葬
１０ 消防長に宮原龍幸氏就任
１２ 昭和55年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、監査委員選任）
〃 監査委員に野田昭三氏（学識）再任

５６　　１ 欠員補充により１名採用
２ 組合長に久保田兵吾氏就任
３ 昭和56年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 職員研修（24名）
４ 県消防学校初任科1名入校（第24期生）

５６　　５ 議員全員協議会（規約改正）
６ 訓練場用地（3,142㎡）取得
７ 気象観測機取付工事
８ 組合規約改正
１２ 昭和56年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、土地取得）

５７　　２ 昭和57年第１回組合議会定例会（条例、予算）
３ 訓練場用地（1,575㎡）取得
７ 訓練場造成工事着工
８ 車庫及び資料室建設工事着工
９ 訓練場造成工事完成
１０ 車両用ピット建設
１１ 車庫及び資料室建設工事完成
１２ 組合規約改正
〃 昭和57年第2回組合議会定例会（補正予算、決算認定）

５８　　３ 昭和58年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 救急車更新
５ 昭和58年第１回組合議会臨時会（監査委員の選任、補正予算）
〃 議長に酒井香苗氏就任
〃 議会選出監査委員に河野金一氏選任
７ 庁舎前舗装工事着工
〃 屋外便所新築工事着工
８ 庁舎前舗装工事完了
〃 屋外便所新築工事完了
９ 指令車更新
１２ 昭和58年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

５９　　１ 職員採用試験（第１次）
２ 職員採用試験（第２次）
３ 昭和59年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 職員２名採用　県消防学校初任科２名入校（第27期生）
〃 県消防長会春季総会開催　（於　多良木町多目的研修センター）
７ 収入役に家城昭彦氏就任
８ 防火管理者講習会（修了者55名）
９ 上球磨消防組合発足10周年記念式典
１０ 幼年消防大会
１１ 指導広報車配置（財・日本防火協会寄贈）
１２ 昭和59年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、監査委員の選任）
〃 監査委員（学識）に野田昭三氏再任

６０　　３ 昭和60年第１回組合議会定例会（条例、予算）
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６０　　６ 指導広報車配置（岩下兄弟合資会社寄贈）
〃 県下予防担当者会　（於　多良木町多目的研修センター）
８ 救急２号車配置（財・日本消防協会寄贈）
１０ 幼年消防大会
１２ 昭和60年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
〃 議長に榎元七郎氏就任

６１　　３ 昭和61年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 職員１名退職
４ 消防及び救急業務相互応援協定締結
小林市・えびの市・須木村及び西諸広域行政組合と、多良木町・上村及び上球磨消防組合

６ 河川情報センター専用端末装置業務開始
〃 職員採用試験
７ 職員採用１名（欠員補充）
１０ 県下総務担当者会　（於　免田町総合福祉センター）
〃 幼年消防大会
１２ 救急活動に関する消防総合応援協定の締結　県下１４消防本部

６１　１２ 昭和61年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
６２　　２ 職員採用試験（第１次）

〃 職員採用試験（第２次）
３ 昭和62年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 職員３名採用　県消防学校初任科４名入校（第30期生）
６ 昭和62年第１回組合議会臨時会（監査委員選任、補正予算、工事請負契約）
〃 議長に那須均氏就任
〃 議会選出監査委員に北村龍三氏選任
〃 庁舎増築工事着工
〃 通信機器移設工事着工
〃 市町村防災行政無線非常通報システム工事着工
８ 県総合防災訓練　（於　錦町　林野、油火災、水害）
９ 昭和62年第２回組合議会臨時会（補正予算、決算認定）
１０ 庁舎増築工事完了
〃 通信機器移設工事完了
〃 市町村防災行政無線非常通報システム工事完了
〃 幼年消防大会
〃 消防ポンプ自動車（ＢＤ－１）更新
１１ 免田町防災行政無線非常通報システム運用開始
１２ 昭和62年第２回組合議会定例会（条例、補正予算）

６３　　３ 昭和63年第１回組合議会定例会（補正予算、条例、予算）
〃 岡原村・須恵村防災行政無線非常通報システム運用開始
４ 深田村防災行政無線非常通報システム運用開始
５ 上村防災行政無線非常通報システム運用開始
７ 危険物取扱主任者試験準備講習会
８ 防火管理者講習会（修了者33名）
１０ 幼年消防大会
１１ 危険物取扱者保安講習会（受講者35名）
〃 危険物取扱主任者試験準備講習会
１２ 昭和63年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、監査委員選任）
〃 監査委員（学識）に野田昭三氏再任

Ｈ元　　２ 組合長に那須孝人氏就任
３ 平成元年第１回組合議会定例会（退職手当組合規約、補正予算、予算）
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Ｈ元　　６ 緊急自動車兼事務連絡車を配置
〃 予防広報車を配置
７ 湯前町防災行政無線非常通報システム運用開始
９ 水槽付消防ポンプ自動車更新（社団法人　日本損害保険協会寄贈）
１２ 平成元年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

２　　２ 職員採用試験（第１次）
〃 職員採用試験（第２次）
〃 水上村防災行政無線非常通報システム運用開始
３ 平成２年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 職員２名採用　県消防学校初任科２名入校（第33期生）
７ 県下危険物担当者会　（於　免田町総合福祉センター）
〃 防火管理者講習会（修了者39名）
１０ 幼年消防大会
１２ 職員採用試験（第１次・第２次）
〃 平成２年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

３　　３ 平成３年第１回組合議会定例会（条例、補正予算、予算）
〃 消防長宮原龍幸氏退職
４ 消防長に長谷政勝氏就任
〃 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第34期生）
６ 平成３年組合議会第１回臨時会（監査委員の選任）
〃 議長に小野信親氏就任
〃 議会選出監査委員に万江義冨氏選任

３　　６ 交替制勤務を二部制から三部制へ移行
７ マイクロバスを配置（岩下兄弟合資会社寄贈）
１１ 県下消防長会秋季総会　（於　水上村市房総合センター）
１２ 平成３年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

４　　２ 平成４年第１回組合議会定例会（条例、補正予算、予算）
４ 緊急通報システム運用開始
７ 平成４年第１回組合議会臨時会（条例、請負契約、補正予算）
８ 救急１号車更新（財・日本消防協会寄贈）
９ 職員採用試験（第１次）
１０ 職員採用試験（第２次）
〃 幼年消防大会
１２ 平成４年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、監査委員の選任）
〃 監査委員に伊藤章（学識）就任

５　　１ 救助工作車Ⅱ型を配置
３ 高規格救急自動車を配置（味岡建設株式会社寄贈）
〃 平成５年第１回組合議会定例会（条例、補正予算、予算）
４ 職員３名採用　県消防学校初任科３名入校（第36期生）
６ 平成５年第１回組合議会臨時会（条例、監査委員の選任）
〃 議会選出監査委員に西岩人氏選任
１２ 平成５年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

６　　３ 平成６年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 救急救命東京研修所入校1名　（第６期）
８ 平成６年第１回組合議会臨時会（契約締結）
１０ 救急救命東京研修所入校1名　（第７期）
１１ 第2回熊本県幼年消防大会（於　多良木町民体育館）
〃 上球磨消防組合発足20周年記念式典
１２ 平成６年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
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７　　３ 平成７年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 消防緊急通信指令装置Ⅰ型設置
４ 救急救命九州研修所入校１名　（第１期）
６ 平成７年組合議会第１回臨時会（条例、補正予算、監査委員の選任）
〃 議長に北村龍三氏就任
〃 議会選出監査委員に北川嘉郎氏選任
８ 消防緊急通信指令装置落成式
１０ 救急救命九州研修所入校１名　（第２期）
１２ 平成７年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
〃 収入役に高澤正光氏就任
〃 消防長長谷政勝氏退職

８　　１ 消防長に那須眞人氏就任
２ 平成８年第１回組合議会臨時会（補正予算、監査委員の選任）
〃 監査委員に那須均氏（識見者）就任
３ 平成８年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第39期生）
〃 救急救命九州研修所入校１名　（第３期）
８ 指令車更新（岩下兄弟合資会社寄贈）
１２ 平成８年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定、監査委員の選任）
〃 監査委員に松田實氏（識見者）就任

９　　２ 救急１号車に救急資機材９項目を整備
３ 平成９年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 県下消防長会春季総会（於　須恵村文化ホール）
〃 熊本県消防職員意見発表大会（於　須恵村文化ホール）
９ 消防長那須眞人氏死亡退職
〃 職員採用試験（第１次）
１０ 消防長に大石幹雄氏就任
１１ 職員採用試験（第２次）

９　　１２ 平成９年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
１０　　３ 平成10年第１回組合議会定例会（条例、予算）

〃 救急車更新（熊本県共済農業組合連合会寄贈）
４ 救急救命九州研修所入校１名　（第７期）
〃 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第41期生）
１０ 救急救命九州研修所入校１名　（第８期）
１１ 職員採用試験（第１次）
〃 職員採用試験（第２次）
１２ 平成10年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１１　　３ 平成11年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 消防長大石幹雄氏退職
４ 消防長に山本佶氏就任
〃 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第42期生）
６ 平成11年組合議会第１回臨時会（条例、補正予算、監査委員の選任）
〃 議長に井上光男氏就任
〃 議会選出監査委員に松本義高氏選任
１０ 救急救命九州研修所入校１名　（第10期）
〃 県下消防署長会（於　湯前町湯楽里）
〃 職員採用試験（第１次）
１２ 平成11年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１２　　１ 職員採用試験（第２次）
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年　月 経　　　　　　過　　　　　　事　　　　　　項

１２　　３ 平成12年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 消防ポンプ自動車を水槽付に更新（消防ポンプ自動車は予備車に）
４ 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第43期生）
７ 防火管理者講習会（修了者33名）
８ 救助技術大会（全国）出場（１チーム）
９ 県下総務担当者会（於　湯前町湯楽里）
１０ 高規格救急自動車を配置
１２ 平成12年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１３　　２ 職員採用試験（第１次）
３ 平成13年第１回組合議会定例会（予算）
〃 職員採用試験（第２次）
４ 職員１名採用　県消防学校初任科１名入校（第44期生）
〃 熊本県防災消防航空隊へ椎葉一浩副士長（救急救命士）を派遣
６ 城南ブロック消防長会議（於　湯前町湯楽里）
７ 指導広報車更新
９ 県下救急担当者会（於　湯前町保健センター）
〃 上球磨地区総合防災訓練（主催：上球磨消防組合・水上村　共催：熊本県防災消防航空隊・
日赤熊本県支部　協力：熊本県警多良木警察署・熊本県市房ダム管理所）

１０ 救急救命九州研修所入校１名　（第14期）
１２ 平成13年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１４　　１ 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）配備（社団法人　日本損害保険協会寄贈）
３ 平成14年第１回組合議会定例会（条例、補正予算、予算）
５ 城南ブロック署長会議（於　消防本部会議室）
６ 県下危険物担当者会（於　須恵村文化ホール）
７ 防火管理者講習会（修了者20名）
１０ 救急救命九州研修所入校１名　（第16期）
１２ 平成14年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１５　　３ 平成15年第１回組合議会定例会（条例、予算）
５ 城南ブロック警防課長会議（於　消防本部会議室）
６ 平成15年第１回組合議会臨時会（補正予算、監査委員の選任）
〃 議長に中村甚介氏就任
〃 議会選出監査委員に上村豊一氏就任
１１ 平成15年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１６　　１ 職員採用試験（第１次）
２ 職員採用試験（第２次）
３ 平成16年第１回組合議会定例会（条例、予算）
４ 職員１名採用（欠員補充）　県消防学校初任科１名入校（第47期生）
〃 救急救命九州研修所入校１名　（第19期）
〃 第７回熊本県救急教育セミナー（於　せきれい館）
５ 平成16年第１回組合議会臨時会（補正予算）
〃 議長に桑原武夫氏就任
〃 議会選出監査委員に松下幸郎氏就任
６ 上球磨消防組合分署設置協議会設立
１１ 城南ブロック署長会議（於　消防本部会議室）
１２ 平成16年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）

１７　　１ 平成17年第１回組合議会臨時会（監査委員の選任）
〃 監査委員に尾方恵氏（識見者）就任
〃 職員採用試験（第１次）
２ 職員採用試験（第２次）
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年　月 経　　　　　　過　　　　　　事　　　　　　項

１７　　３ 平成17年第１回組合議会定例会（条例、予算）
〃 高規格救急自動車配備（社団法人　日本損害保険協会寄贈）
〃 消防長山本佶氏退職
４ 消防長に西山晴男氏就任
〃 職員２名採用（欠員補充）　県消防学校初任科２名入校（第48期生）
〃 城南ブロック理事会会議（於　消防本部会議室）
６ 城南ブロック予防担当者会議（於　消防本部会議室）
７ 上球磨消防組合分署設置場所選定会議事務担当者会議
〃 上球磨消防組合分署設置場所選定会議
９ 平成17年第２回組合議会臨時会（条例）
〃 職員採用試験（第１次）
１０ 県消防長会秋季総会（於　湯前町湯楽里）
１１ 職員採用試験（第２次）
〃 職員採用試験（第３次）
〃 平成17年第２回組合議会定例会（条例、補正予算、決算認定）
〃 自主防災組織結成促進会議

１８ 　　２ 平成18年第１回組合議会定例会（条例、補正予算、予算）
３ 消防広域再編会議
〃 東分署造成工事現場説明会（管内業者10社）
〃 熊本県ＭＣ協議会
〃 東分署土地造成工事入札（水上役場）武田建設落札
〃 上球磨地区ＭＣ協議会
４ 熊本県消防学校教官として高畠浩典司令補を派遣
　〃 職員11名採用　県消防学校初任科10名入校（第49期生）
〃 上球磨地区危険物安全協会総会
〃 城南ブロック協議会理事会（人吉市）
〃 熊本県事故防止連絡協議会設立総会（熊本市）
５ 東分署建設設計業務委託指名入札　美建設計事務所落札
〃 美建設計事務所と業務委託契約
〃 造成工事竣工検査（水上村役場総務課、建設課立会い）
〃 椎葉村と救急業務取決め書についての会議
〃 熊本県危険物安全協会総会（熊本市）
〃 熊本県消防救助技術大会陸上の部（県消防学校）
６ 正副組合長会・分署設置協議会
〃 消防協会球磨支部総会
〃 全国消防長会春季総会（横浜市）
〃 平成１７年度決算監査
〃 熊本県消防救助技術大会水上の部
〃 東分署建設工事入札（武田建設落札）
７ 東分署建設起工式
〃 防火管理者講習（セキレイ館）
〃 城南ブロック総務課長会議（湯前町湯楽里）
〃 球磨郡消防操法大会
〃 東分署上棟式
〃 人吉球磨地区建築協会総会
８ 薬剤投与研修（星原副士長）
〃 東分署舗装工事入札（武田建設落札）
〃 熊本県消防操法大会（人吉市）
　〃 熊本県警防通信担当課長会議（湯前町湯楽里）



− 13 −

年　月 経　　　　　　過　　　　　　事　　　　　　項

１８　　９ 熊本県消防広域再編会議
〃 救急救命士資格取得研修（石塚賢宏消防士）
〃 熊本県ＭＣ協議会
〃 上球磨地区危険物安全協会役員会
〃 正副組合長会
〃 東分署建設工事竣工検査
〃 熊本県消防学校初任科卒業式
〃 東分署落成式・祝賀会
〃 臨時議会（条例改正・補正予算）
〃 職員採用試験（第１次）
１０ 東分署開署式
〃 防災消防航空隊との意見交換会
〃 消防救急無線デジタル化推進協議会
〃 全国消防操法大会（ポンプ車の部・湯前町消防団11位）
〃 熊本県消防長会秋季総会（水俣市）
〃 職員採用試験（第２次）体力試験
〃 城南ブロック消防本部、管内町村合同訓練
１１ 幼年消防大会
〃 町村防災システム会議（町村長出席）
〃 全国消防長会九州支部研修会（佐賀市）
〃 城南ブロック消防職員特別研修会
〃 熊本県消防広域再編会議
〃 上球磨地区ＭＣ協議会
１２ 第２回定例議会（条例・補正予算・決算認定）

１９　　１ 上消連放水競技大会
〃 熊本県救急教育セミナー（須恵文化ホール）
〃 上球磨地区危険物安全協会役員会
〃 消防学校救急科入校（３名）
〃 平成19年度当初予算査定（町村財政担当課長）
２ 消防救急無線デジタル化推進協議会
〃 甲種防火管理者講習会
〃 熊本県消防協会理事会・評議員会
３ 第１回定例会
〃 上球磨地区ＭＣ協議会
４ 県消防学校初任科入校式（２名入校）
〃 城南ブロック協議会理事会（水俣市）
〃 上球磨地区危険物安全協会総会
〃 熊本県ＭＣ協議会
５ 熊本県危険物安全協会総会（熊本市）
〃 熊本県消防長会春季総会・職員意見発表会（八代市）
〃 県危険物事故防止協議会総会（熊本市）
〃 熊本県消防広域再編検討委員会（熊本市）
〃 熊本県消防設備保守協会創立30周年記念式典
〃 県消防殉職者慰霊祭（護国神社）
〃 消防協会理事会・評議員会
〃 全国消防長会救急委員会（大阪府高槻市）
６ 県消防救助技術大会（陸上の部）
〃 全国消防長会春季総会（名古屋市）
〃 城南ブロック警防通信課長会議（管内）
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年　月 経　　　　　　過　　　　　　事　　　　　　項

１９　　６ 県防災消防航空隊との意見交換会
〃 水槽付ポンプ車入札会
〃 消防協会球磨支部総会
〃 上球磨消防団連合会総会
〃 県消防救助技術大会（水上の部）
〃 平成17年度決算監査
７ 事務連絡車贈呈式
〃 町村防災システム会議
〃 九州地区救助技術指導大会（北九州市）
〃 町村防災システム会議（町村長出席）
８ 人命救助功績表彰
〃 上球磨消防団連合会幹部会
〃 町村防災システム会議
〃 球磨川水質汚濁対策会議
９ 熊本県総合防災訓練（球磨村・水上村）
〃 町村防災システム会議
〃 職員採用試験
〃 上球磨地区危険物安全協会役員会
〃 県消防学校初任科卒業式（２名卒業）
〃 消防広域再編幹事会
１０ 上球磨消防組合33周年記念行事
〃 受変電設備入札会
〃 職員採用体力試験
〃 県消防長会秋季総会（天草市）
〃 九州支部救急担当課長会議（熊本市）
１１ 屋内消火栓操法大会
〃 職員採用面接試験
〃 大規模災害対応訓練（湯前町グリーンパレス）
〃 秋の火災予防ゲートボール大会
〃 町村防災システム会議
〃 全国女性消防団員熊本大会（県立劇場）
〃 上消連幹部会
〃 球磨地域救急医療専門部会（人吉市）
１２ 球磨人吉消防ラッパ吹奏大会（須恵文化ホール）
〃 上球磨地区ＭＣ協議会
〃 第２回定例議会
〃 熊本県消防広域再編検討委員会（熊本市）

２０　　１ 上消連放水競技大会
〃 上球磨地区危険物安全協会役員会
〃 水槽付消防ポンプ自動車納車
〃 熊本県ＭＣ協議会
２ 町村防災システム会議
〃 平成20年度当初予算査定（町村財政担当課長）
〃 上球磨地区住宅防火対策推進協議会設立総会
〃 上消連幹部会
〃 熊本県消防協会理事会・評議員会
３ 第１回定例会
〃 退職者慰労会
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（６）消防本部及び署の組織
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（７）消防本部及び署の事務分掌

総　務　課

　⑴　消防事務の企画及び総合調査に関すること。

　⑵　本部の組織及び制度に関すること。

　⑶　公印の管守に関すること。

　⑷　文書の審査、収受及び発送に関すること。

　⑸　条例、規則などの制定、改廃に関すること。

　⑹　職員の任免、賞罰、服務、その他身分に関すること。

　⑺　職員の教養、研修に関すること。

　⑻　職員の福利厚生及び保健に関すること。

　⑼　職員の公務災害に関すること。

　⑽　事務監査に関すること。

　⑾　議会に関すること。

　⑿　予算その他財政一般に関すること。

　⒀　契約に関すること。

　⒁　物品の出納、保管に関すること。

　⒂　職員の給与に関すること。

　⒃　退職手当組合及び職員共済組合に関すること。

　⒄　貸与品に関すること。

　⒅　財政事情の公表に関すること。

　⒆　その他総務係の分掌を適当とする事項。

通　信　課

　⑴　消防通信指令に関すること。

　⑵　無線統制に関すること。

　⑶　有線無線電話施設及び機械の管理運用に関すること。

　⑷　有線無線取扱の技術に関すること。

　⑸　気象に関すること。

　⑹　消防統計及び広報に関すること。

　⑺　その他通信係の分掌を適当とする事項。

予　防　課

　⑴　火災予防に関すること。

　⑵　危険物の規制に関すること。

　⑶　指定可燃物の規制に関すること。

　⑷　予防査察に関すること。
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　⑸　建築物の確認の同意に関すること。

　⑹　防火管理に関すること。

　⑺　違反防火対象物の処理等に関すること。

　⑻　消防用設備等に関すること。

　⑼　防火思想の普及に関すること。

　⑽　自衛消防隊の育成指導に関すること。

　⑾　防火委員会に関すること。

　⑿　その他予防係の分掌を適当とする事項。

警　防　課

　⑴　警防計画及び実施に関すること。

　⑵　消防演習その他消防隊の訓練に関すること。

　⑶　消防地理、水利に関すること。

　⑷　消防相互応援に関すること。

　⑸　火災原因及び損害等の調査に関すること。

　⑹　水、火災、救急及びその他災害等の報告並びに統計に関すること。

　⑺　消防機械器具の維持及び管理に関すること。

　⑻　消防用燃料に関すること。

　⑼　消防車両の登録及び管理に関すること。

　⑽　機械関係の教養訓練に関すること。

　⑾　その他警防係の分掌を適当とする事項。

署の事務分掌

　⑴　水、火災その他災害の予防警戒及び発生時の警戒活動に関する事項。

　⑵　危険物の取締り及び立入検査、予防査察に関する事項。

　⑶　水利施設の保護管理に関する事項。

　⑷　消防機械器具の手入れ、保存に関する事項。

　⑸　火災その他、火災の原因並びに損害調査に関する事項。

　⑹　建物の建築確認同意に関する事項。

　⑺　救急業務の実施に関する事項。

　⑻　消防通信に関する事項。

　⑼　消防本部の事務で委任された事項。

　⑽　その他消防事務に関する事項。
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（８）職員年齢別調

	 （平成20年４月１日現在）

（９）職員配置別調

	 （平成20年４月１日現在）

階級別
年齢

監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 事務吏員 計

18 ～ 19
20 ～ 21 7 7
22 ～ 23 4 4
24 ～ 25 5 5
26 ～ 27 2 2
28 ～ 29 2  2
30 ～ 31 2 2
32 ～ 33 1 1
34 ～ 35 3 3
36 ～ 37 2 2
38 ～ 39 1 1
40 ～ 41 3 3
42 ～ 43 2 2
44 ～ 45
46 ～ 47 1 1
48 ～ 49 3 3
50 ～ 51
52 ～ 53 6 6
54 ～ 55 5 1 1 7
56 ～ 57  2 5 7
58 ～ 59 1 2 3
60以上  
計 1 4 10 13 10 4 19 1 62

階級別
所　属

消　　　防　　　吏　　　員
事務吏員 合　計

監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士

 

消  

防  

本  

部

消　 防　 長 1 1 
総　 務　 課 1 1 1 ⑴ ⑵ 1 4 ⑶
警　 防　 課 1 1 ⑴ ⑴ ⑴ 2 ⑶
予　 防　 課 1 2 ⑶ ⑶ 3 ⑹
通　 信　 課 3 4 7 

消 防 学 校 派 遣

署
本　　　　署 1 3 ⑴ 7 5 3 15 34 ⑴
東　 分　 署 1 ⑴ 1 4 1 2 9 
合　　　　計 1 4 10 ⑵ 13 ⑵ 10 ⑵ 4 ⑵ 17 ⑹ 1 60 ⒀
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（10）職員の教養訓練

区分

年度別

消

防

大

学

上

級

幹

部

科

消

防

大

学

予

防

科

消

防

大

学

救

急

科

消

防

大

学

警

防

科

消

防

大

学

救

助

科

消

防

大

学

火

災

調

査

科

県
消
防
学
校
上
級
幹
部
科

県
消
防
学
校
初
級
幹
部
科

県
消
防
学
校
予
防
科
予
防
課
程

県
消
防
学
校
予
防
科
査
察
課
程

県
消
防
学
校
予
防
科
危
険
物
課
程

県
消
防
学
校
予
防
科
原
因
調
査
課
程

県
消
防
学
校
火
災
調
査
科

県

消

防

学

校

警

防

科

県
消
防
学
校
災
害
救
助
科

県
消
防
学
校
指
導
者
養
成
科

県

消

防

学

校

初

任

科

県
消
防
学
校
救
急
科
標
準
課
程

県

消

防

学

校

無

線

課

程

県
消
防
学
校
救
助
科
救
助
課
程

県
消
防
学
校
救
助
科
潜
水
課
程

県

消

防

学

校

体

育

研

修

県

消

防

学

校

指

揮

研

修

県
消
防
学
校
気
管
挿
管
研
修

県
消
防
学
校
応
急
手
当
指
導
員
研
修

救
急
救
命
研
修
所
（
救
急
救
命
士
）

救
急
救
命
研
修
所
（
薬
剤
投
与
）

合
　
　
　
　
　
　
　
計

平6年まで 3 3 1 2 2 12 12 12 3 18 21 7 35 48 2 27 18 4 2 232
７年 1 1 6 2 10
８年 2 1 2 1 1 7
９年 2 1 1 4
10年 1 1 2 2 6
11年 1 1 2 2 1 7
12年 1 2 1 2 2 8
13年 1 2 1 1 2 2 1 10
14年 1 1 2 2 1 7
15年 1 2 2 5
16年 1 1 1 1 2 1 1 1 9
17年 1 1 1 3 1 1 1 9
18年 1 3 10 3 2 1 1 21
19年 1 2 2 3 2 3 3 2
計 5 4 1 4 2 1 1 13 14 15 5 18 1 24 7 42 63 27 27 27 6 5 2 4 6 12 2 335
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（11）職員教養研修実施状況
	 （平成19年度）

教　　　　養　　　　種　　　　別 期　　　　間

受　講　人　員

監
司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

そ
の
他

合
　
計

消
防
学
校
等
研

消防学校　予防査察課程 ６月11日～６月22日   2 2
消防学校　特殊災害科 ７月23日～７月31日  3 3
消防学校　火災調査科 ８月20日～８月31日 2 2
消防学校　救助科（第28期） 10月16日～11月14日 3 3
救急救命研修所　薬剤投与追加講習（第５期）  ～ 1 1
救急救命研修所　救急救命研修（第23期）  ～  

派
　
　
　
　
　
　
　
　
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
　
　
　
　
　
　
　
修

救助技術先進地研修（人吉市） ４月28日 ，５月９日 2 2 4 7 15
熊本県救急教育セミナー（天草市、益城町） ４月29日 ，10月17日 1 1 2 4 1 2 11
救助技術先進地研修（阿蘇市） ５月12日 1 1 1 3
熊本市総合防災訓練（熊本市） ５月23日  1 2 1 4
救助技術先進地研修（益城町） ５月30日 1 1 1 4 7
共済組合事務担当者研修会（上天草市） ５月31日～６月１日 1 1
気管挿管病院実習（熊本地域医療センター） ６月４日～９月８日 2 2
災害共済関係事業事務担当者研修会（熊本市） ６月15日 1 1
人権同和問題事業主等研修会（熊本市） ７月４日 1 1 2
熊本県救急教育セミナー（人吉市） ７月25日　　 　 2 2 2 2 8
熊本救急フォーラム（熊本市） ７月29日　　 1 2 3
採用試験面接技法研修（熊本市） ８月４日　 1 1 　 　 2
公務災害防止研修会（熊本市） ８月８日 1 1
警防活動事例検討会（益城町） ８月11日 1 1 1 1 6 10
人権同和問題指導者育成講座（熊本市） ８月11日 ，８月21日 2 2
救急救命九州研修所薬剤投与シミュレーション実習見学 ８月23日 1 2 　 3
消防実務講習会（佐世保市） ８月29日～８月31日 1 1
熊本県防災・国民保護セミナー（熊本市） ８月30日 1 1 2
熊本県総合防災訓練研修（菊池市） ９月３日 1 1 1 1 4
薬剤投与追加講習病院実習（熊本済生会病院） ９月３日～９月８日 1 1
城南ブロック水難救助訓練（八代市） ９月４日　 1 1 1 2 4 9
ガイドライン2005講習会 ９月12日　　 1 1 2 4
町村等総務課長研修会（熊本市） 10月４日 1 1
消防無線ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化推進協議会（熊本市） 10月12日 1 1
九州地区総務関係実務研修会（鹿児島市） 10月26日　 1 1
危険物事故防止対策ｾﾐﾅｰ（長崎市） 11月７日 1 1 1 3
健康管理者研修会（自治会館） 11月24日  1 1
部落解放第20回熊本県研究集会（人吉市） 11月26日 1 1 2 4
九州ブロック消防法違反是正推進会議（熊本市） 11月30日 2 2 4
救急救命ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ演習参観（北九州） １月15日～１月17日 2 3 5 10
全国救急隊員シンポジウム（さいたま市） １月24日～１月26日 1 1 2
九州消防情報通信シンポジュウム（大分市） １月26日～１月27日 1 1 2
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教　　　　養　　　　種　　　　別 期　　　　間

受　講　人　員

監
司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

そ
の
他

合
　
計

派
　
　
　
遣
　
　
　
研
　
　
　
修

城南救急カンファレンス（八代市） １月27日 1 1 2 6 10
酸素欠乏・硫化水素危険主任者技能研修（八代市） １月29日～１月31日 1 1 2
国民保護図上訓練研修（熊本市） ２月１日 2 2
熊本県ＭＣ協議会事後研修会（熊本市） ２月２日 2 3 5
球磨地域救急医療協議会（人吉市） ２月14日 1 1
熊本県消防救急無線デジタル化等推進協議会（熊本市） ２月14日 1 1
火災原因調査技術会議（福岡市） ２月15日～２月16日 1 1 2
熊本救急・集中治療研究会（熊本市） ２月17日　 2 1 3
城南ブロック消防本部協議会（八代市） ２月26日 1 1
救急科講師派遣（消防学校） ３月１日 1 3 2 6
救急科第15期シミュレーション研修（益城町） ３月２日　　 1 4 5
救急科総合シミュレーション研修 ３月13日 4 4

消
防
長
会
研
修

消防長会春季総会消防職員意見発表会（富合町） ４月13日～４月14日 1 1 2
熊本県消防長会特別研修会及び総務研修会（熊本市） ８月９日 1 1 2 4
総務担当課長会 ８月29日～８月30日 1 1 2
予防・危険物担当課長会（阿蘇市） ８月24日～８月25日 1 1 2
警防・通信担当課長会（湯前町） ８月30日～８月31日 2 3 1 6
救急担当課長会（菊池市） ９月14日～９月15日 1 1
予防事務担当者研修会（熊本市，消防学校） 10月12日 ，10月19日 1 2 1 1 5
救急事務担当者研修会（熊本市） ２月７日 1 2 1 4

署
内
研
修
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（12）技能者別職員数
	 （平成19年度）

階　　　　級

種　　　　別
監

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

そ
の
他

計

運 転 免 許

大 型 自 動 車 1 2 7 11 9 3 5 38
大 型 特殊自動車 2 1 2  1 6
中 型 特殊自動車 4
普 通 自 動 車 1 4 10 13 10 3 18 1 60
自 動 二輪車大型 1 4 6 5 5 2 7 30
自 動 二輪車中型 1
自 動二輪車小型
大型けん引自動車 1  1
特殊けん引自動車 1 1 2

移 動 式 ク レ ー ン 1  1
小 型 移 動 式 ク レ ー ン 2 3 10 8 3 6 32
４ 級 小 型 船 舶 操 縦 士 1 1 3 8 3  16
酸 素 欠 乏2種 作 業 主 任 者 1 7 1 3 12
車 両 建 設 機 械 1 1  1 3

整 備 士
ガ ソ リ ン 1  1 2
シ ャ シ 1  1 2

特 殊 無 線 ( 電 話 乙 ） 1 4 10 13 10 3 3 44
電 話 級 ア マ チ ュ ア 無 線 1 1  1  3
潜 水 士 2 4 9 9 3 8 35

消防設備士
甲 種 ４ 類 1 1 2  1 5
乙 種 ４ ～ ６ 類 1 1  2 3 8 15

危 険 物
甲 種  1  1 1 3
乙 種 ３ 類  3 3
乙 種 ４ 類 2 3 4 5 3 15 32

Ｌ Ｐ ガ ス 取 扱 い 1  　 1
電 気 工 事 士 1  1 2
ガ ス 溶 接 2  4 1  1 8
ア ー ク 溶 接 1 1
2 級 建 築 士 1  1
玉 掛 技 能 1 1 8 8 1 1 20
衛 生 管 理 者 一 種  1  1
車 両 整 備 管 理 者 1  1
乙 種 火 薬 類 取 扱 責 任 者 1 1
特 定 科 学 物 質 作 業 主 任 者 1 3 1 1 6
ボ イ ラ ー 技 師 ２ 級  1 1
薬 剤 投 与 救 命 士  2 1 3
気 管 挿 管 救 命 士 4 4
救 急 救 命 士  1 2 7 2  12



２．通 信 業 務

（１）上球磨地方の気象概況
イ．雨又は雪の日数
ロ．年間降雨量
ハ．年間気温風速状況
ニ．気象注意報警報等発令状況

（２）月別災害種別調
（３）月別災害覚知種別受信件数調
（４）その他緊急通報受信数（試験・誤報・問い合わせ等含む）調
（５）緊急車両の出動回数（訓練も含む）調
（６）災害別受信件数調
（７）災害事案種別口頭指導の現状調
（８）緊急通報町村別設置台数と通報処理別状況
（９）県防災ヘリ緊急要請状況
（10）災害通報状況グラフ

イ．受信種別月件数
ロ．月別災害事案件数
ハ．災害種別119番通報
ニ．災害種別携帯119番通報

（11）通信系統図

宮崎県防災ヘリ「あおぞら」による救急患者の搬送
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（１）上球磨地方の気象概況

イ．雨又は雪の日数	 平成19年
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ハ．年間気温・風速状況	 平成19年

-10

0

10

20

30

40

50

最高気温
最低気温
最低湿度
最高風速

最高気温 15.4 20.2 24.1 26.4 32.4 31.9 36.5 36.4 33.8 32.2 24.5 19.2
最低気温 -4.7 -7 -1.4 -1.4 6.8 13.1 20 21.3 17.5 4.3 -2 -3.9
最低湿度 26.5 20.7 18.6 14.1 17 31.7 40.6 39.8 30.6 24.9 25.8 26.4
最高風速 16.2 13.8 16.3 20.1 14.6 18.1 27.3 21.1 13.5 12.1 13.4 14.9

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ニ．気象注意報警報等発令状況	 平成19年

月
予警報 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

暴 風 警 報 1 1
暴 風 雨 警 報
強 風 警 報
大 雨 警 報 7 7
洪 水 警 報 7 7
暴 風 雪 警 報
大 雨 注 意 報 3 1 1 7 9 4 1 1 27
洪 水 注 意 報 2 1 1 7 9 4 1 1 26
雷 注 意 報 1 3 1 2 5 15 16 15 9 5 1 73
大 雪 積 雪 注 意 報
強 風 注 意 報 1 3 3 2 2 5 4 4 1 1 26
風 雪 注 意 報 2 1 3
大 雪 注 意 報 1 1
乾 燥 注 意 報 10 6 14 10 20 10 9 6 1 86
低 温 注 意 報 2 2 4
濃 霧 注 意 報 4 6 1 1 1 1 2 3 3 22
霜 注 意 報 3 1 7 11
火 災 気 象 通 報 1 3 1 2 1 1 9

計 18 26 24 19 32 45 53 27 12 19 18 10 303
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（２）月別災害覚知事案種別調
（H19年１月１日～ 12月31日調）単位：災害事案数

（３）月別災害覚知種別受信数調
単位：事案受信数

災害種別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
建 物 火 災 3 3 3 2 1 0 1 0 2 3 1 1 20
車 両 火 災 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2
原 野 火 災 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2
山 林 火 災 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3
そ の 他 火 災 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一 般 救 急 91 61 76 87 76 61 71 83 89 62 70 54 881
支 援 救 急 18 17 18 16 10 9 18 25 12 40 25 40 248
救 命 支 援 救 急 4 9 4 7 6 1 2 5 5 4 6 6 59
Ｐ Ａ 支 援 救 急 2 3 6 3 3 6 2 6 4 3 1 3 42
多 数 Ｐ Ａ 支 援 0 0 2 0 0 1 0 2 0 2 0 3 10
転 院 管 内 2 3 5 2 5 4 3 2 1 0 1 3 31
転 院 管 外 1 1 2 4 0 4 0 1 2 0 1 0 16
一 般 救 助 3 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 6
交 通 救 助 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5
多 数 救 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
多 数 交 通 救 助 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
山 岳 救 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水 難 救 助 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2
危 険 物 流 出 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
そ の 他 警 戒 出 動 0 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 3 15
そ の 他 出 動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計 124 102 117 126 107 91 99 128 116 116 107 114 1347

通報種別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
事 案 件 数 124 102 117 126 107 91 99 128 116 116 107 114 1347
１ １ ９ 番 97 81 90 91 76 64 74 95 95 86 74 77 1000
携 帯 １ １ ９ 10 8 13 16 23 13 17 20 22 22 21 17 202
携 帯 転 送 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 2 6
加 入 電 話 14 9 14 15 10 11 6 12 8 9 11 8 127
警 察 専 用 0 2 2 1 1 2 3 4 0 1 1 1 18
病 院 専 用 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
緊 急 通 報 1 0 0 2 0 4 1 1 6 2 1 10 28
消 防 無 線 1 0 1 1 1 0 0 1 1 3 1 1 11
駆 込 み 3 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 3 10
そ の 他 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 2 6
総 受 信 件 数 128 102 120 127 112 96 102 136 133 123 109 122 1410
救 急 出 動 121 98 118 122 107 94 96 131 115 112 108 110 1332
火 災 件 数 2 3 4 4 2 3 1 0 4 3 2 1 29
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（４）その他の緊急通報受信数（誤報・試験・問い合わせ等含む）調
単位：着信数

（５）緊急車両の出動回数（訓練も含む）調
単位：台数

その他の通報種別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
案 内 サ ー ビ ス 10 6 5 4 5 4 1 3 3 11 22 16 90
電池切通報/その他通報 45 26 36 32 39 57 71 92 66 31 55 57 607
日 本 テ レ コ ム 10 8 8 10 8 8 10 8 8 10 8 10 106
誤 報 2 1 2 1 3 5 1 2 5 3 8 7 40
い た ず ら 5 1 5 2 4 2 2 6 2 9 6 4 48
試 験 17 18 15 12 13 14 18 17 27 27 16 25 219
指令台その他処理 16 10 9 11 13 15 11 12 14 13 14 17 155

計 105 70 80 72 85 105 114 140 125 104 129 136 1265

車両名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
指 令 車 9 2 5 4 4 6 4 6 7 11 12 16 86
タ ン ク １ 号 車 8 7 6 7 5 5 2 3 6 8 8 7 72
タ ン ク ２ 号 車 5 5 4 6 6 7 3 2 3 4 6 3 54
救 助 工 作 車 2 6 5 8 7 3 0 1 3 3 2 4 44
東 ポ ン プ 1 2 1 4 0 0 0 0 1 5 5 0 18
救 急 １ 号 車 96 74 82 91 70 62 68 99 80 79 71 81 953
東 救 急 車 43 23 29 32 39 25 24 39 35 20 31 27 237
救 急 ２ 号 車 3 14 17 15 6 10 8 19 18 16 11 6 71
救 急 ３ 号 車 0 3 1 0 0 1 1 2 0 0 0 1 9
合 計 167 136 150 167 137 119 110 171 153 146 146 145 1386
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（６）災害別受信総件数調
（平成19年１月１日～ 12月31日）

災害種別 119番 携帯119番 加入電話 警察専用 病院専用 緊急通報 消防無線 駆込み その他 計
建 物 火 災 25 17 4 0 0 0 0 1 2 49
車 両 火 災 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3
原 野 火 災 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3
山 林 火 災 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3
その他火災 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一 般 救 急 680 118 56 5 0 18 7 9 2 895
支 援 救 急 204 31 14 2 0 1 0 0 0 252
救命支援救急 46 7 4 1 0 1 1 0 0 60
PA支援救急 14 17 5 5 0 0 1 0 1 43
多数PA支援 3 6 0 0 0 0 0 0 0 9
転送・転院搬送 11 0 34 0 2 0 1 0 0 48
一 般 救 助 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6
交 通 救 助 2 1 0 2 0 0 0 0 0 5
多 数 救 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
多数交通救助 1 1 0 3 0 0 0 0 0 5
山 岳 救 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水 難 救 助 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
危険物流出 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
その他警戒出動 7 1 8 0 0 0 0 0 1 17
その他出動 0 0 0 0 0 8 0 0 0 8

計 1000 208 128 18 2 28 10 10 6 1410

災害種別 CPR     胸骨圧迫 気道確保 ハイムリック 背部叩打 熱傷処理 止血 毒物処理 観察指導 その他 指導無し 計
急 病 16 14 1    3 435 3 474 946
一 般 負 傷 3 1 1 19 1 76 92 193
交 通 事 故 2 1 11 1 66 81
労 働 災 害 1 2 11 14
運 動 競 技 1 9 15 25
加 害 1 2 3
自 損 行 為 1 3 2 5 11
誤 飲･誤 嚥 1 3 4
火 災     3 3
風 水 害 0
水 難 2 2
遭 難 2 2
そ の 他 1 13 14

計 22 15 2 0 1 1 21 4 541 6 685 1298

（７）災害事案種別口頭指導の現状調
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（８）一人暮らし緊急通報町村別設置台数と通報処理別状況
　（平成20年４月１日現在）

町 村 名 多 良 木 湯 前 水 上 あ さ ぎ り 計
設 置 台 数 113 56 66 227 462

要 請 場 所 要請内容 発生日時 災 害 概 要
1 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 １月５日 １３：４９ 心筋梗塞患者を日赤まで搬送
2 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 １月27日 １０：３８ 呼吸不全患者を市民病院まで搬送
3 あさぎり町岡本谷 捜 索 ３月24日 　８：３０ 山菜取りで行方不明
4 多 良 木 町 下 槻 木 救 助 ５月12日 １４：５７ 道路擁壁から転落
5 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 ５月12日 １５：１５ 救助者を日赤まで搬送
6 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 ５月25日 １２：１７ 動脈瘤剥離患者を日赤に搬送
7 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 ６月８日 １５：４５ 脳症患者を日赤まで搬送
8 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 ６月11日 １２：２４ 大動脈破裂患者を日赤まで搬送
9 上 球 磨 消 防 署 救急搬送 ６月15日 １０：３０ 心臓弁膜症患者を日赤まで搬送

町 村 名 多 良 木 湯 前 水 上 あ さ ぎ り 計
救 急 出 動 1 3 4
協 力 員 処 理 1 1
誤 報 5 2 42 4 53
消 防 車 両 出 動 0
相 談 0
テ ス ト 通 報 2 3 5
電 池 切 れ 58 31 78 155 322
そ の 他 103 33 18 92 246

計 170 66 138 257 631

（平成19年１月１日～ 12月31日）

（９）県防災ヘリ緊急要請状況
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（10）統計グラフ

イ．月別受信種別件数
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

その他
駆込み
消防無線
緊急通報
病院専用
警察専用
加入電話
携帯転送
携帯119
119番

ロ．月別災害事案件数
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その他出動
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山岳救助
多数交通救助
多数救助
交通救助
一般救助
転院管外
転院管内
多数PA支援
PA支援救急
救命支援救急
支援救急
一般救急
その他火災
山林火災
原野火災
車両火災
建物火災
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ハ．災害種別119番通報受信件数

建物火災
車両火災
原野火災
山林火災
その他火災
一般救急

一般救急　68％

支援救急　20％

建物火災　2.5％救命支援救急　5％
転送・転院搬送　1.1％PA支援救急　1.4％

支援救急
救命支援救急
PA支援救急
多数PA支援
転送・転院搬送
一般救助
交通救助
多数救助
多数交通救助
山岳救助
水難救助
危険物流出
その他警戒出動
その他出動

ニ．災害種別携帯119番通報受信件数

建物火災
車両火災
原野火災
山林火災
その他火災
一般救急
支援救急
救命支援救急
PA支援救急
多数PA支援
転送・転院搬送
一般救助
交通救助
多数救助
多数交通救助
山岳救助
水難救助
危険物流出
その他警戒出動
その他出動

交通救助　1.1％
建物火災　8％

多数PA支援救急　3％
PA支援救急　8％

救急支援救急　3％

一般救急　57％

支援救急　15％
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移　　　　　　　　動　　　　　　　　局

呼　　　出　　　名　　　称 出力Ｗ 周波数 備　　　　考

し ょ う ぼ う か み く ま １ 10 152.1 指 令 車

し ょ う ぼ う か み く ま ２ 10 152.1 タ ン ク １ 号 車

し ょ う ぼ う か み く ま ３ 10 152.1 タ ン ク ２ 号 車

し ょ う ぼ う か み く ま ４ 10 152.1 救 助 工 作 車

し ょ う ぼ う か み く ま ５ 10 152.1 消防ヘリ県消専用

し ょ う ぼ う か み く ま ６ 10 152.1 指 導 広 報 車

し ょ う ぼ う か み く ま ７ 10 152.1 資 機 材 搬 送 車

し ょ う ぼ う か み く ま 10 10 152.1

し ょ う ぼ う か み く ま 11,12,19 ５ 152.1 携 帯 局

し ょ う ぼ う か み く ま 13 〜 18 １ 152.1 携 帯 局

し ょ う ぼ う か み く ま 21 10 152.1 携 帯 局

し ょ う ぼ う か み く ま 救 急 １ 10 152.1 救 急 車 １ 号

し ょ う ぼ う か み く ま 救 急 ２ 10 152.1 救 急 車 ２ 号

し ょ う ぼ う か み く ま 救 急 ３ 10 152.1 救 急 車 ３ 号

しょうぼうかみくま東救急１ 10 152.1 救 急 車 １ 号

し ょ う ぼ う か み く ま 東 １ 10 152.1 東 ポ ン プ １ 号

し ょ う ぼ う か み く ま 東 広 報 10 152.1 東 広 報 車

し ょ う ぼ う か み く ま 東 11,12 ５ 152.1 携 帯 局

（11）通信系統図



３．警 防 業 務

（１）車両保有状況

イ．消防車両

ロ．消防関係機械器具

（２）消防水利の現況

ブナの南限自生地白髪岳で行われた山岳救助訓練　９月６日
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（１）車両保有状況

イ．消防用車両	 （平成19年度）

区分
種別

配
置
車名及
び年式 型式 総排

気量 総重量 ポンプ
構造 備　　　　考

指 令 車 本
部

三菱
８年

4Ｍ
40 2,800 2,495 火災原因調査用具一式

水槽付消防ポ
ンプ車（1号） 署 日野

20年
BDG-GX 
7JGWA 6,400 10,440 日機２段タービン

CAFS装置・梯子約９ｍ、４ｍ・ホースカー・
ホース40本・CAFS用泡薬剤150㍑・空気呼吸
器5基・発電機・投光器・ナビゲーション付

水槽付消防ポ
ンプ車（2号） 署 いすゞ

12年
KK-FPR
33G4V 8,220 7,990 日機２段タービン

梯子3.6ｍ・ホースカー・ホース45
本・スノーラップ60㍑・空気呼吸
器2基・投光器・発電機

東消防ポンプ
車

東
分
署

三菱
14年

KK-FG
52EC改 5,240 4,730

四翼偏芯
式ロータ
リー

梯子3.6ｍ・ホースカー・ホース20
本・投光器・発電機・可搬ポンプ

消防ポンプ車
（１号） 署ニッサン62年

M-FG
161 3,235 2,960 日機２段タービン

梯子５ｍ・ホースカー・ホース20
本・スノーラップ60㍑・発電機・
投光器

救 助 工 作 車 署 三菱
５年

V-K417F
三Ｗ改 7,540 8,960

ウインチ・クレーン・照明装置・
消火器・空気呼吸器５基・チェン
ソー 2台・油圧救助器具一式

東救急自動車
東
分
署
トヨタ
H17年

TC-
VCH38S 3,370 2,620

酸素ボンベ・人口蘇生機器・スト
レッチャー 1基・スクープストレッ
チャー・９項目資材一式

救 急 自 動 車
（１号） 署ニッサン12年

GE-FL
WGE50 3,270 3,265

酸素ボンベ・人口蘇生機器・スト
レッチャー 1基・スクープストレッ
チャー・９項目資材一式

救 急 自 動 車
（２号） 署ニッサン10年

Ｅ
FEGE
24

2,960 2,200
酸素ボンベ・人口蘇生機器・スト
レッチャー 1基・スクープストレッ
チャー・９項目資材一式

救 急 自 動 車
（３号） 署 トヨタ

４年

T-RZ
H
132S

1,990 2,530 〃

資機材搬送車 本
部
いすゞ
H11年

KK-
NPR72PR 4,980 4,110

予 防 車 本
部
ホンダ
H14年 GD-HH5 650 1,390 　

指 導 広 報 車 署 トヨタ
13年 5S-FE 2,163 1,490 ナビゲーション付

マイクロバス 本
部
トヨタ
３年

U-HD
B-30 4,160 4,785 29人乗り

事 務 連 絡 車 本
部
トヨタ
12年

GF
JZS151 2,490 1,805
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ロ．消防関係機械器具	 （平成20年４月１日）

区分 品　　　名 数量 区分 品　　　名 数量

救
　
　
　
　
　
　
助
　
　
　
　
　
　
器
　
　
　
　
　
　
具

ワイヤー梯子 １脚

保
　
　
　
安
　
　
　
器
　
　
　
具
　
　
・
　
　
そ
　
　
　
の
　
　
　
他

防毒衣 ２組
カギつき梯子 １脚 耐電衣 ２組
三連梯子 ４脚 空気呼吸器 ２５基
エアーマット １個 酸素呼吸器 ５基
安全ネット １個 耐熱服 2組
救命索発射銃 ２個 高圧ガス充填機 １台
船外機付ボート ２隻 発電機 ４台
ゴムボート １隻 簡易高発砲 ２式
潜水具 １０組 ラインプロポーショナー ３個
空気ジャッキ １式 ジェットシューター ５０個
マンホール救助器具 １式 送排風機 １式
暖降機 ２個 組立式防火水槽 １台
救命胴衣 １４個 ボートトレーラー １台
救助タンカ ５個 ガス測定器 １個
チルホール ２個 放射線測定器 １台
レスキューツール １個 投光器 ５基
登山器具一式 ２個 小型ポンプ ２台
救命浮環 ４個 油検出器 １個
山岳救助セット １セット エアーテント １張

急速充電器 ２台
圧縮空気充填機 １台

救
　
　
　
　
急
　
　
　
　
器
　
　
　
　
具

患者監視装置（プロパック） ２台

破
　
　
　
　
壊
　
　
　
　
器
　
　
　
　
具

エンジンカッター １台
半自動式除細動器（ＡＥＤ） ４台 チェンソー ２台
自動式心肺蘇生機 ２台 エアソー １台
デジタルカメラ ３台 ポートパワー １台
プリンター ３台 ガス溶断機 １式
自動吸引機 ５台 削岩機 １台
薬剤（エピネフリン） ３０以上 ハンマードリル １台
挿管チューブ ３０以上 油圧スプレッダー １台
ショックパンツ ３台 油圧切断機 １台
マジックギブス ２台 グラスマスター １個
AEDトレーナー（講習用） ８台
薬品保管庫 ２台
高圧蒸気滅菌器 １台
高研人形（訓練専用） １体
救急講習用人形 ５体
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（２）消防水利の現況

（平成19年度）
町村

種別
多良木町 湯前町 水上村 あさぎり町 計

消　　　 火　　　 栓 163 147 34 362 706

防
　
火
　
水
　
槽

100㎥以上 0

40㎥以上100㎥未満 97 73 45 138 353

20㎥以上40㎥未満 25 11 67 103

20㎥未満 42 42

プ ー ル 7 5 4 12 28

計 334 236 83 579 1,232





４．火 災 統 計

（１）火災状況（平成19年中）

イ．火災概況

（２）火災統計グラフ

イ．月別火災発生状況

ロ．町村別火災発生状況

ハ．種類別火災発生状況

ニ．年別損害額

ホ．原因別出火件数状況

新タンク車が納車されました
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（１）火災状況

イ．火災概況	 （平成19年１月１日〜平成19年12月31日）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

火

災

件

数

建

物

火

災

全 焼 2 2 1 1 1 7

半 焼 0

部 分 焼 1 2 2 2 1 2 2 1 13

計 1 2 4 2 1 2 1 0 3 2 1 1 20

林 野 火 災 1 1

車 両 火 災 1 1

そ の 他 1 1 1 1 1 1 1 7

焼

損

棟

数

火
元
棟
数

全 焼 2 2 1 1 1 7

半 焼 0

部 分 焼 1 2 2 2 1 2 2 1 13

延
焼
棟
数

全 焼 1 1 2

0

部 分 焼 2 4 3 1 10

計 1 5 9 2 4 2 1 0 3 2 2 1 32

焼損面積（平方） 5 337 670 69 40 3 3 183 257 35 20 1622

罹

災

世

帯

全　　　　 焼 2 1 1 1 5

半　　　　 焼 0

部 分 焼 1 5 2 1 1 1 1 1 13

計 3 6 2 1 1 1 0 2 0 1 1 18

罹 災 者 数 6 18 8 6 1 3 4 2 3 51

死

傷

死 者 1

傷 者 1

林野焼損面積（a） 10

損
害
見
積
額
（
千
円
）

建 物 火 災 43 6983 7568 2168 601 75 255 2693 29794 633 1587 52400

林 野 火 災 0

車 両 火 災 110 110

そ の 他 19 19

合 計 62 6983 7568 2168 601 75 255 0 2693 29794 743 1587 52529
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（２）火災概況

平成19年中の火災件数は29件で、前年に比べ10件の増加となっています。
損害額も52,260千円と前年にくらべ11,778千円増加しています。
原因別では、ガスコンロ（テーブル）４件、次いでタバコ、電気配線、放火（疑い）３件となってい
ます。

イ．月別火災発生状況

ロ．町村別火災発生状況

0
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8
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多良木件数
　　町村別
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平成１８年 平成１９年
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ハ．種類別火災発生状況

0
5
10
15
20
25
30
35

建 物 林 野 車 両 航空機 その他

その他 5 5 2 5 4 7
航空機 0 0 0 0 0
車　両 4 1 2 2 0 1
林　野 6 1 3 6 1 1
建　物 18 17 18 17 14 20

H14 H15 H16 H17 H18 H19

ニ．年別損害額

105,491

22,891

26,140

96,686

40,482

52,260

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

平成14年
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平成17年

平成18年

平成19年

千円
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ホ
．
原
因
別
出
火
件
数
状
況

不 明 ・ 調 査 中

そ の 他

放 火 （ 疑 い ）

火 入 れ ・ 火 花

残 り 火 取 灰

灯 火
溶 接 ・ 溶 断 機

焚 き 火 ・ ご み 焼 却

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

火 遊 び

枯 れ 草 ・ あ ぜ 焼 き

内 燃 機 関

電 気 配 線 器 具

電 気 器 具 装 置

煙 突 煙 道 排 気

バ ー ナ ー

ボ イ ラ ー

コ タ ツ

ス ト ー ブ

焼 却 炉 ・ 炉

風 呂 ・ か ま ど

コ ン ロ

タ バ コ



５．救急・救助統計（平成19年中）

（１）救急概況

イ．事故種別と月別出動件数

ロ．事故種別と傷病者程度

ハ．事故種別と町村出動件数

（２）	救急統計グラフ

（３）	救助活動状況

イ．事故種別救助出動件数活動件数調べ

ロ．町村別救助活動件数調べ

（４）	東分署救急統計グラフ

日本三大急流球磨川で水難救助訓練





− 41 −

（１）救急状況	 （平成19年１月１日〜平成19年12月31日）

イ．事故種別と月別救急出動件数	 ※　火災の場合の出動件数は救助隊が出動した件数

ロ．事故種別と傷病者の程度

ハ．事故種別町村出動件数

区分

月別

事　　　　　　　　故　　　　　　　　種　　　　　　　　別
火

災

風

水

害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

計

１月 2 1 2 15 1 93 7 121
２月 8 1 11 1 71 6 98
３月 14 3 1 17 1 75 7 118
４月 1 8 1 3 18 84 7 122
５月 1 11 1 2 21 66 5 107
６月 13 1 1 14 55 10 94
７月 4 1 5 12 2 3 65 4 96
８月 14 1 3 18 4 87 4 131
９月 5 1 23 1 80 5 115
10月 1 7 26 76 2 112
11月 4 1 18 1 81 3 108
12月 9 3 1 18 2 73 4 110
計 3 99 14 19 211 5 11 906 64 1332

死　亡 1 1
重　症 14 4 1 36 1 137 14 207
中等症 2 11 4 2 60 5 300 33 417
軽　症 1 76 5 15 116 5 2 429 6 655
その他 1 1 2
計 3 101 13 18 212 5 8 868 54 1282

あさぎり町 44 3 9 93 1 6 367 14 537
多良木町 1 34 3 9 66 3 2 288 39 445
湯前町 1 12 4 1 28 1 145 4 196
水上村 1 8 4 24 3 104 7 151
西米良村
椎葉村 2 2
その他 1 1
計 3 99 14 19 211 5 11 906 64 1332
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出動総件数 １，３３２件（ 昨年より１０１件増）

537

445

196
151

2 1

0

100

200

300

400

500

600

あさぎり町 多良木町 湯前町 水上村 椎葉村 その他

前年比較 101件増（ 過去最多出動）

909

1131
1148
1264
1231
1332

0 500 1000 1500

平成14年

平成１5年

平成１6年

平成１7年

平成１8年

平成１9年

年度別出動件数調べ

救急出動状況
（２）救急統計グラフ
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事故種別出動件数 １，３３２件

事故種別搬送人員 １，２８２人

3
99

14 19

211

5 11

906

51
13

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000

火災 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 転院搬送 その他

121
98

118 122
107

94 96

131
115 112 108 110

0
20
40
60
80
100
120
140

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

月別救急出動件数

3
101

13 18

212

5 8

868

54

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

火災 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他
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搬送先病院別

公立多良木,1199

人吉総合,38 
日赤,3 
その他,26 

不搬送,66 

年齢別搬送状況調べ（1282人）
新生児, 1

乳幼児, 48
少年, 49

成人, 379

老人, 805

100

82

165

267

209

179

183

147

0 50 100 150 200 250 300

０～３

３～６

６～９

９～１２

１２～１５

１５～１８

１８～２１

２１～２４

時間別出場件数

老人,805
少年,49

乳幼児,48新生児,1
成人,379

公立多良木,1199日赤,3
その他,26

人吉総合,38
不搬送,66



− 45 −

平成19年事故種別傷病程度調べ

傷病程度調べ（1282人中）

軽症 , 655
中等症 , 417

重症 , 207
死亡 , 1その他 , 2

急病疾患別状況調べ（868人中）
脳疾患
142

心疾患
105

消化器系
89

呼吸器系
111

その他
341

感覚系
5

精神系
15

泌尿器系38

新生物
22

中等症,417
軽症,655

重症,207
死亡,1

その他,2

泌尿器系,38
新生物,22

感覚系,5

精神系,15

その他,341

呼吸器系,111

消化器系,89

心疾患,105

脳疾患,142
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現場到着時間調べ

現場到着平均時間 7 分 15 秒

1326 件中（ 6 件は途中引揚げで現着なし ）

50

188

836

224

28

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

3分未満 3～5分 5～10分 10分～20分 20分以上
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救命処置関係
平成 19 年町村別救命処置件数

総件数 19 件

年度別特定行為件数

町村別現場到着時間

13 13

9

18

11

17

24

16
13

27

19 19

0

5

10

15

20

25

30

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年平成１２年平成１３年 平成１４年平成１５年 平成１６年平成１７年 平成１8年 平成19年

8 8

3

0

0
1
2
3
4
5
6
7
8

あさぎり 多良木 湯前 水上

0 5 10 15

あさぎり町

多良木町

湯前町

水上村

6分40秒

14分30秒

８分45秒

多良木町、30 分以上は 2 件（ 槻木）
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特定行為別調べ（除細動を含む）

疾病分類別救命処置件数

バイスタンダーCPR 実施状況

コンビ, 2
挿管, 12

輸液, 16

薬剤投与, 9
DC, 2

12
1

3

0

1

2

0 2 4 6 8 10 12

循環器

脳疾患

呼吸器

消化器

窒息

その他

CPR（+）11件
58%

CPR（－）8件
42%

輸液,16

挿管,12
コンビ,2

DC,2
薬剤投与,9

CRP（＋）11件,
58%

CPR（－）８件,
42%
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町村別心拍再開状況（ 計 5 件）

薬剤投与と心拍再開率（ 9 件中）

バイスタンダーCPRと心拍再開状況
11 件中

心拍再開状況

3

2

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

あさぎり 多良木 湯前 水上

心拍再開3件
33%

心拍再開なし6件,
67%

心拍再開なし,
7 件, 64%

心拍再開,
4 件, 36%

心拍再開３件,
33%

心拍再開なし６件,
67%

心拍再開なし７件,
64%

心拍再開４件,
36%
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バイスタンダーCPRなしと心拍再開状況

町村別Vf 発生状況

平成 19 年特定行為実施における心拍再開率
26.3％

社会復帰 0 件
1ヶ月以上生存 1 名（ 窒息）
1ヶ月生存 1 名（ 循環器系）

尚、特定行為実施以外で社会復帰 2 件

心拍再開なし,
7 件  87%

心拍再開,
1 件 13%心拍再開１件,
13%

心拍再開なし７件,
87%
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ロ．町村別・救助出動件数調べ	 （　）人員内は救助

（３）救助状況	 平成19年１月１日〜12月31日

イ．事故種別救助出動件数活動件数調べ	 ※　火災の場合の出動件数は救助隊が出動した件数

件数区分
事故種別

出 動 件 数 活 動 件 数

火 災
建                                   物 ２０ ３

建 物 以 外 ９ ０

交     　　   通   　  　   事      　　   故 ９３ ５

水　　 　　 難　　　   　 事 　 　　　 故 １ ０

風  水  害  自  然  災  害 ０ ０

機  械  に  よ  る  事  故 ９ ０

建 物 等 に よ る 事 故 ０ ０

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 ０ ０

爆　　　 　　 発　 　　　　 事　　　 　　 故 ０ ０

そ      の      他      の      事      故 ８ ７

計 １３０ １５

事故種別
町村別

交通事故 水難事故 火 災 そ の 他 計

多 良 木 町    31（3） 0 0 1（1） 5（2） 37（6）

湯 前 町 14（2） 0 0 1（1） 3 0 18（3）

水 上 村 9 0 0 0 0 0 4（2） 13（2）

あ さ ぎ り 町 39（1） 1 0 1（2） 4（1） 45（20）

管                        外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 93（6） 1 3（4） 16（5） 113（31）





６．予 防 業 務

（１）予防関係諸届出受理状況

（２）危険物

イ．危険物施設数

ロ．危険物関係緒届出受理状況

ハ．危険物製造等の許可状況

（３）建築同意

イ．建築物申請処理状況

ロ．建築工事別状況

ハ．町村別建築申請処理状況

（４）防火対象物の現状

夏休み職場研修。須恵中生徒による防火査察
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（１）予防関係諸届け受理状況

（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

区　　　　　　　　　　　　　　分 件　　　数

防火管理者選（解）任届出 ３４

消防計画届出 ６２

消防設備等着工届出 １４

消防設備等設置届出 １８

防火対象物使用開始届出 １４

少量危険物貯蔵取扱い届出（指定可燃物） ３

炉､かまど､ボイラー等設置届出 ２

煙火打上げ仕掛け届出 ５４

ＬＰＧ、圧縮アセチレン ２

変電設備、発電設備届出 ５

蓄電池設備届 ４

催物届 １

乾燥設備届 １

計 ２１４

（２）危険物
イ．危険物施設数（完成検査済証交付施設）	 （平成20年３月31日現在）

種
　
　
　
　
　
　
別

製
　
　
　
　
造
　
　
　
　
所

貯　　　　　蔵　　　　　所 給　油　所

総
　
　
　
　
　
　
計

屋

内

貯

蔵

所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

数 0 3 0 16 12 0 22 0 39 1 8 101

前年度比 −2 0 −1 −1 0 0 2 0 −3 1 −2 −6
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ロ．危険物関係諸届け出受理状況	 （平成19年４月１日〜平成20年３月31日）

ハ．危険物製造所等の許認可状況	 （平成19年４月１日〜平成20年３月31日）

区　　　　　　　　　　　　　　　分 件　　　　数

危険物保安監督選解任届出 ８

危険物種類、数量変更届出 ０

危険物施設譲渡引渡届出 ２

危険物仮貯蔵・仮取扱届出 ０

危険物施設設備変更届出 ３

漏洩検査結果報告書・移動タンク定期点検報告書 ９

危険物施設管理者又は場所等変更届出書 １２

予防規程制定変更認可申請書 ７

危険物施設廃止届出書 ５

許認可等別

製造所等別

許可 完成
仮使用

タンク
水圧水
張検査

廃  止
設置 変更 設置 変更

貯
　
　
　
　
　
　
蔵
　
　
　
　
　
　
所

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所 ２

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 １

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 １ １

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 ４ ２ ４ ２ １

屋 外 貯 蔵 所

取
　
扱
　
所

給 油 取 扱 所 ２ ３ ２ ３

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所 １ １

計 ５ ５ ５ ６ ２ ７
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ロ．建築工事別状況

ハ．町村別建築申請状況

建築工事別状況

21.2%

3.0%

21.2%

21.2%

33.3%

併用住宅

工場

事務所・店舗

倉庫

その他

（３）建築物申請処理状況

イ．建築物申請処理状況	 （平成19年４月１日〜平成20年３月31日）

種別

月別
申請受
理件数

延　べ　面　積
（㎡） 同　意 不同意

種　　　　　　別
新　築 増　築 その他

４ ４ ２６７３. ３９ ４ ３ １

５ ２ ２４８７. ３１ ２ １ １

６ ４ １７２７. ０１ ４ ４

７

８ ２ ４６１３. ７２ ２ １ １

９ ６ ６６２８. ５８ ６ ３ ３

１０ ５ ３６３５. ５７ ５ ４ １

１１ ３ ７６０４. ２０ ３ ２ １

１２ ３ ４０７３. ３１ ３ ２ １

１ ２ ７４９. ５０ ２ １ １

２ １ ４３２. ００ １ １

３ １ ９８. １４ １ １

計 ３３ ３４７２２. ７３ ３３ ２３ ９ １

工事種別 割合（％） 件数（件）

併 用 住 宅 ３. ０% 　１

工 場 ２１. ２% 　７

事務所・店舗 ２１. ２% 　７

倉 庫 ２１. ２% 　７

そ の 他 ３３. ３% １１

合 計 １００% ３３

月別

町村別
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

多 良 木 町 1 1 3 1 3 1 1 1 1 13

湯 前 町 1 1 2

水 上 村 1 1

あ さ ぎ り 町 2 1 1 1 1 3 2 2 2 1 1 17

計 4 2 4 1 1 6 5 3 3 2 1 1 33
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（４）防火対象物の現況

（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

項

防 火 対 象 物 総 数 防火管理者を必要とする防火対象物 防火管理者選任届出済防火対象物数
多
良
木
町

湯

前

町

水

上

村

あ
さ
ぎ
り
町

計

多
良
木
町

湯

前

町

水

上

村

あ
さ
ぎ
り
町

計

多
良
木
町

湯

前

町

水

上

村

あ
さ
ぎ
り
町

計

1
イ 劇 場・ 映 画 館 　 　 　 0 0 0
ロ 公 会 堂・ 集 会 所 6 4 1 13 24 5 2 1 11 19 5 2 1 8 16

2
イ キャバレー ･カフェー 　 　 0 0 0
ロ 遊 技 場 5 2 　 4 11 5 1 4 10 2 1 4 7

3
イ 料 理 店 　 　 　 1 1 1 1 1 1
ロ 飲 食 店 10 4 1 15 30 9 2 1 14 26 5 2 1 14 22
4 マーケット・店舗 21 6 　 30 57 13 3 20 36 11 3 19 33

5
イ 旅館･ホテル･宿泊所 5 3 3 2 13 1 2 2 5 1 2 2 5
ロ 寄宿舎･下宿･共同住宅 10 　 　 25 35 1 1 1 1

6
イ 病院･診療所･助産所 13 3 3 12 31 6 2 1 11 20 6 2 1 11 20
ロ 養老施設･児童施設 10 6 5 24 45 9 5 4 19 37 6 4 4 18 32
ハ 幼 稚 園･養 護 学 校 2 　 　 2 4 2 2 4 2 2 4
7 学 校 20 4 5 53 82 16 18 20 18 72 12 18 20 18 68
8 図 書 館･博 物 館 　 　 　
9 ロ 公 衆 浴 場 　 　 1 1 1 1 1 1
11 神 社･寺 院･教 会 　 1 　 1 2 1 1 1 1
12 イ 工 場 ･ 作 業 場 60 25 13 98 196 9 2 6 17 5 1 6 12
13 イ 自動車車庫･駐車場 　 　 　 1 1 0 0
14 倉 庫 12 3 1 14 30 0 0
15 前各項以外の事業所 27 12 10 36 85 7 5 2 9 23 6 2 2 9 19

16
イ 特定対象物が存するもの 21 9 11 33 74 5 2 2 22 31 3 2 2 22 29
ロ 上 記 以 外 の も の 　 　 1 2 3 0 0
17 重要文化財・史跡 2 1 1 1 5 0 0

合　　　　　計 224 83 56 367 730 86 43 34 141 304 63 38 34 136 271



７．消　防　団

（１）上球磨消防団連合会事業経過報告

（２）消防団幹部名

多良木町消防団

湯前町消防団

水上村消防団

あさぎり町消防団

（３）歴代消防団長

雨の上球磨消防団連合会放水競技大会　平成20年１月11日
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（１）平成19年度　上球磨消防団連合会事業経過報告書

月 主　　催　　事　　業 関　　連　　事　　業

４
各町村入退団式及び辞令交付式
球磨川水防連絡会議（26日）

５
球磨地方防災会議（29日）
消防殉職者慰霊祭（30日）

６ 総会（15日）[水上村：やまちゃん食堂]

県消防救助大会（１日）[陸上の部：消防学校]
各町村防災会議
消防協会球磨支部総会（13日）
県消防救助大会（21日）[水上の部：山鹿市]

７

８
幹部会（20日）[あさぎり町：彦六]
※	 県総合防災訓練について
※	 幹部研修について

防災週間（30 ～９月５日）

９
防災の日（１日）
県総合防災訓練（２日）［人吉・球磨管内］

10

11
幹部会（27日）[多良木町：吉鶴]
※　年末年始行事について
※　放水競技大会について

秋季火災予防運動（９～ 15日）

12 各町村年末特別警戒

１

放水競技大会（11日）［多良木町総合グラウンド］
小型ポンプの部
　１位　あさぎり町　　　２位　湯前町
　３位　あさぎり町
ポンプ車の部
　１位　多良木町　　　　２位　水上村
正副主任会議（28日）［あさぎり町役場］

各町村出初式

２

幹部会（20日）[水上村：市房庵なるお]
※　放水競技大会の反省
※　各町村入退団式について
※　処遇状況について

県消防協会理事会及び評議員会（25日）

３ 春の全国火災予防運動（１～７日）
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（２）消防団の概況

イ．多良木町消防団	 （平成20年４月１日現在）

消防自動車等の台数及び団員数

消防団幹部名

区分
分団別

ポンプ自動車
小 型 ポ ン プ
付 積 載 車

小 型 ポ ン プ 消 防 団 員 数

本 部 14

第　１　分　団 2 3 3 62

第　２　分　団 3 3 36

第　３　分　団 2 3 27

第　４　分　団 2 2 27

第　５　分　団 2 2 26

第　６　分　団 2 2 33

第　７　分　団 2 2 31

第　８　分　団 2 2 10

第　９　分　団 4 4 55

第　10　 分　 団 3 3 42

第　11　 分　 団 3 3 40

第　12　 分　 団 3 3 24

女 性 消 防 隊 9

計 2 31 32 436

役　　職　　名 氏　　　　名 役　　職　　名 氏　　　　名

団 長 森 下 孝 幸 第　８　分　団　長 黒 木 峰 幸

副 団 長 杉 野 博 昭 第　９　分　団　長 青 山 政 美

第 １ 分 団 長 坂 口 幸 法 第　10　分　団　長 深 水 征 弥

第 ２ 分 団 長 一 柳 正 博 第　11　分　団　長 森 田 倉 蔵

第 ３ 分 団 長 渕 田 和 彦 第　12　分　団　長 平 野 幸 夫

第 ４ 分 団 長 椎 葉 昌 弘 女 性 消 防 隊 蔵 座 幸 子

第 ５ 分 団 長 小 場 和 明 消 防 主 任 大　 石 　 亥 一 郎

第 ６ 分 団 長 那 須 和 広 副 主 任 西　　　 　輝　 樹

第 ７ 分 団 長 那 須 一 郎
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管轄区分

ロ．湯前町消防団	 （平成20年４月１日現在）

消防自動車等の台数及び団員数

消防団幹部名

区分
分団別

ポンプ自動車
小 型 ポ ン プ
付 積 載 車

小 型 ポ ン プ 消 防 団 員 数

本 部 7

特 設 分 団 4

第　１　分　団 1 2 44

第　２　分　団 1 3 38

第　３　分　団 4 56

第　４　分　団 4 62

計 2 13 0 211

役　　職　　名 氏　　　　名 役　　職　　名 氏　　　　名

団 長 石 原 　 亮 第 ３ 分 団 長 金 子 健 一

副 団 長 中 釜 英 明 第 ４ 分 団 長 土 　 屋 　 登 志 久

特 設 分 団 長 伊 藤 昌 一 消 防 主 任 伊 　 藤 　 賢 一 郎

第 １ 分 団 長 竹 下 裕 一 副 主 任 佐 　 藤　　　　 大

第 ２ 分 団 長 金 子 光 喜

分　　　団 区　　　　　　　　　　　域

第　１　分　団 多良木中心地､上の原、口の坪、商店街、新村、迫田、馬場田、寺村

第　２　分　団 中原、鶴羽、百太郎、赤坂、鴫、葛沢

第　３　分　団 古多良木、東、横馬場、地蔵堂、向原、青井手

第　４　分　団 牛島、馬門、里の城、新山、岩川内、下鶴、八日

第　５　分　団 思川、前原、小田原、葛沢、山渋、古城

第　６　分　団 堂山、平松、田畑、中山、六反田、奥野

第　７　分　団 堀川、今村、野添、青木、園田、円八重

第　８　分　団 槻木全域

第　９　分　団 小林、脇、茂原、蓑田、蓮花寺、溝の口、茗の木、土屋、大園下

第　10　分　団 大久保、赤木、柿川、東光寺、赤松

第　11　分　団 柳野、千里内、小川、丸山、永谷、増谷

第　12　分　団 宮ヶ野、松ヶ野、栖山、大野
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管轄区分

管轄区分

ハ．水上村消防団	 （平成20年４月１日現在）

消防自動車等の台数及び団員数

消防団幹部名

分　　　団 区　　　　　　　　　　　域

第　１　分　団 上里１・２・３、中里１・２、下里、植木

第　２　分　団 上･下染田、古城、浜川、下城

第　３　分　団 浅鹿野、上・中猪、野中田１・２・３、田上

第　４　分　団 上村、下村、馬場、瀬戸口

分　　　団 区　　　　　　　　　　　域

第　１　分　団 岩野地区全域、江代戸屋野地区

第　２　分　団 湯山地区全域

第　３　分　団 江代地区全域(戸屋野地区を除く）

区分
分団別

ポンプ自動車
小 型 ポ ン プ
付 積 載 車

小 型 ポ ン プ 消 防 団 員 数

本 部 0 0 0 2

第　１　分　団 1 6 0 71

第　２　分　団 0 7 0 74

第　３　分　団 1 1 0 24

計 2 14 0 171

役　　職　　名 氏　　　　名 役　　職　　名 氏　　　　名

団 長 蔵 座 幸 一 第 ２ 分 団 長 小 原 　 英 昌

副 団 長 小 野 頼 年 第 ３ 分 団 長 森 山 　 秀 春

第 １ 分 団 長 椎 葉 敏 明 消 防 主 任 田 代 　 浩 幸
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消防団幹部名

ニ．あさぎり町消防団	 （平成20年４月１日現在）

消防自動車等の台数及び団員数

区分
分団別

ポンプ自動車
小 型 ポ ン プ
付 積 載 車

小 型 ポ ン プ 消 防 団 員 数

本 部 10

第　１　分　団 1 2 2 54

第　２　分　団 4 1 50

第　３　分　団 1 4 65

第　４　分　団 3 49

第　５　分　団 3 61

第　６　分　団 1 2 55

第　７　分　団 3 56

第　８　分　団 3 40

第　９　分　団 4 42

第　10　 分　 団 3 52

第　11　 分　 団 6 44

第　12　 分　 団 5 30

第　13　 分　 団 3 2 38

第　14　 分　 団 3 3 48

特 設 分 団 2

計 3 50 8 694

役　　職　　名 氏　　　　名 役　　職　　名 氏　　　　名

団 長 村 山 　 豪 第 ６ 分 団 長 山 口 和 久

副 団 長 奥 田 公 人 第 ７ 分 団 長 鋤 崎 　 愛

副 団 長 西 　 昭 一 第　８　分　団　長 城 本 龍 一

指　 揮　 隊　 長 野 々 脇　 正　 巳 第　９　分　団　長 濱 松 栄 喜

指　 揮　 隊　 長 深 水 久 士 第　10　分　団　長 久 我 盛 尚

指　 揮　 隊　 長 溝 辺 敬 志 第　11　分　団　長 西 野 雅 倫

指　 揮　 隊　 長 遠 山 好 勝 第　12　分　団　長 荒 木 哲 明

指　 揮　 隊　 長 桑 原 武 夫 第　13　分　団　長 宮 原 健 一

第　１　分　団　長 村 山 隆 広 第　14　分　団　長 林 田 　 浩

第　２　分　団　長 工 藤 誠 一 消 防 主 任 山 内 　 悟

第　３　分　団　長 才 藤 松 司 副 主 任 吉 武 哲 雄

第　４　分　団　長 跡 部 潤 一 副 主 任 中 村 光 成

第 ５ 分 団 長 嘉 村 康 一



− 62 −

管轄区分

分　　　団 区　　　　　　　　　　　域

第　１　分　団 井上・下永里・永里・上永里・秋時・麓

第　２　分　団 榎田・塚脇・上西・下西・清水

第　３　分　団 堀角・今井・柳別府・神殿原・平和

第　４　分　団 石坂・永山・狩所・皆越

第　５　分　団 築地・吉井・八幡町

第　６　分　団 大正町・本町・久鹿・二子

第　７　分　団 黒田・永才・下乙

第　８　分　団 岡麓・福留・永岡

第　９　分　団 桧山・斉堂・別府・開墾

第　10　分　団 竹野・熊野・宮麓

第　11　分　団 阿蘇・屯所

第　12　分　団 覚井・寺池

第　13　分　団 古草城・明廿・内山・新

第　14　分　団 下里・植の里・庄屋・仁王
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（３）歴代消防団長
（平成20年４月１日現在）

あ さ ぎ り 町
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 鬼　塚　　　孝 平成１５年　４月　１日 平成１９年　３月３１日
第　　２　　代 村　山　　　豪 平成１９年　４月　１日 現 在 に 至 る

上地区
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 上　渕　　　檮 昭和２２年　５月　１日 昭和３４年　３月３１日
第　　２　　代 尾　方　　　敏 昭和３４年　４月　１日 昭和３５年１０月　４日
第　　３　　代 笹　渕　弘　之 昭和３５年　４月　１日 昭和５０年　３月３１日
第　　４　　代 榎　本　七　郎 昭和５０年　４月　１日 昭和６２年　３月３１日
第　　５　　代 中　村　甚　介 昭和６２年　４月　１日 平成１１年　３月３１日
第　　６　　代 村　山　　　豪 平成１１年　４月　１日 平成１５年　３月３１日

岡原地区
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 鏡　　　道　夫 昭和２２年　１月　１日 昭和２５年　９月２１日
第　　２　　代 佐　伯　帯　刀 昭和２５年１０月　１日 昭和３３年　１月３１日
第　　３　　代 渡　辺　正　武 昭和３３年　２月　１日 昭和４２年　１月３１日
第　　４　　代 一　安　哲　郎 昭和４２年　２月　１日 昭和４６年　１月３１日
第　　５　　代 宮　原　龍　幸 昭和４６年　４月　１日 昭和４９年　３月３１日
第　　６　　代 星　原　重　郎 昭和４９年　４月　１日 昭和５５年　３月３１日
第　　７　　代 山　下　勝　徳 昭和５５年　４月　１日 昭和６１年　３月３１日
第　　８　　代 万　江　義　冨 昭和６１年　４月　１日 平成　５年　７月　５日
第　　９　　代 吉　武　一　穂 平成　５年　７月２１日 平成　９年　７月１１日
第　　10　　代 奥　田　公　人 平成　９年　７月２１日 平成１５年　３月３１日

深田地区
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 金　子　　　龍 昭和１９年　１月　７日 昭和２３年　１月　６日
第　　２　　代 高　田　　　章 昭和２３年　１月　７日 昭和３１年　１月　６日
第　　３　　代 多田巳　喜　雄 昭和３１年　１月　７日 昭和３６年　３月３１日
第　　４　　代 山　本　敏　親 昭和３６年　４月　１日 昭和４５年　９月３０日
第　　５　　代 渡　辺　正　光 昭和４５年１０月　１日 昭和４９年　９月３０日
第　　６　　代 金　子　　　徹 昭和４９年１０月　１日 昭和５７年　９月３０日
第　　７　　代 上　村　正　泰 昭和５７年１０月　１日 昭和６３年１０月３１日
第　　８　　代 白　石　昭　人 昭和６３年１１月　１日 平成　４年１０月３１日
第　　９　　代 村　崎　和　男 平成　４年１１月　１日 平成　８年１０月３１日
第　　10　　代 西　　　昭　一 平成　８年１１月　１日 平成１５年　３月３１日
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免田地区
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 山 本 重 幸 昭和２８年　５月　９日
第　　２　　代 岩 切 米 市 昭和２８年　５月１０日 昭和５１年　３月３１日
第　　３　　代 米 谷 義 徳 昭和５１年　４月　１日 昭和６１年　３月３１日
第　　４　　代 田 中 保 雄 昭和６１年　４月　１日 平成１０年　３月３１日
第　　５　　代 鬼 塚　　 孝 平成１０年　４月　１日 平成１５年　３月３１日

須恵地区
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初　　　　　代 守 永 源 郎 昭和２６年　５月　５日 昭和３４年１０月１９日
第　　２　　代 平 田 数 実 昭和３４年１０月２０日 昭和３９年　１月　６日
第　　３　　代 愛 甲 数 男 昭和３９年　１月　７日 昭和４２年１０月　９日
第　　４　　代 溝 口 保 男 昭和４２年１０月　９日 昭和５０年１０月　９日
第　　５　　代 万 江 一 義 昭和５０年１０月１０日 昭和５１年　２月１６日
第　　６　　代 恒 松 清 太 昭和５１年　３月　１日 昭和５６年　２月２８日
第　　７　　代 愛 甲 貫 志 昭和５６年　３月　１日 昭和６３年　３月３１日
第　　８　　代 北 川 嘉 郎 昭和６３年　４月　１日 平成　５年　３月３１日
第　　９　　代 仁田原　克　己 平成　５年　４月　１日 平成　９年　３月３１日
第　　10　　代 久保田　久　男 平成　９年　４月　１日 平成１５年　３月３１日

多良木町
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

久 米 地 区 宮　原　　　貞 昭和２１年　４月　１日 昭和３２年　３月３１日
多 良 木 地 区 恒　松　良一郎 昭和２２年　４月　１日 昭和２６年　３月３１日
黒 肥 地 地 区 宮　元　玄次郎 昭和２３年　１月１５日 昭和３０年　３月３１日
第　　４　　代 宮　元　　　尚 昭和３０年　４月　１日 昭和３２年　３月３１日
第　　５　　代 北 崎　　 稔 昭和３２年　４月　１日 昭和３８年　３月３１日
第　　６　　代 宮 原　　 貞 昭和３８年　４月　１日 昭和４４年　３月３１日
第　　７　　代 堤　　 行 信 昭和４４年　４月　１日 平成　５年　３月３１日
第　　８　　代 諏 訪 正 弘 平成　５年　４月　１日 平成１３年　３月３１日
第　　９　　代 値 賀 和 利 平成１３年　４月　１日 平成１９年　３月３１日
第　　10　　代 森 下 孝 幸 平成１９年　４月　１日 現 在 に 至 る
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湯前町
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初 代 東 田 亦 雄 昭和２２年　９月２０日 昭和２３年　１月　５日
第 ２ 代 伊 藤 一 二 昭和２３年　１月　６日 昭和２７年　１月　５日
第 ３ 代 米 良 元 一 昭和２７年　１月　６日 昭和３１年　１月　５日
第 ４ 代 永 田 止 男 昭和３１年　１月　６日 昭和３４年　７月１６日
第 ５ 代 米 良 元 一 昭和３４年　７月１７日 昭和３８年　７月３１日
第 ６ 代 深 水 徳 三 郎 昭和３８年　７月３０日 昭和４６年　７月３１日
第 ７ 代 滝 森 平 太 昭和４６年　８月　１日 昭和４７年　３月３１日
第 ８ 代 佐 藤 義 信 昭和４７年　３月　２日 昭和５２年　７月３１日
第 ９ 代 遠 坂 富 雄 昭和５２年　８月　１日 平成　元年　７月３１日
第　　10　　代 岩 野 文 二 平成　元年　８月　１日 平成　７年　３月３１日
第　　11　　代 井 上 朋 和 平成　７年　４月　１日 平成１１年　３月３１日
第　　12　　代 椎 葉 千 洋 平成１１年　４月　１日 平成１５年　３月３１日
第　　13　　代 那 須 武 利 平成１５年　４月　１日 平成２０年　３月３１日
第　　14　　代 石 原 　 亮 平成２０年　４月　１日 現 在 に 至 る

水上村
歴　　　代 氏　　　名 就　任　年　月　日 退　任　年　月　日

初 代 那 須 勝 昭和２２年　４月　１日 昭和２９年　３月３１日
第 ２ 代 杉 本 昇 昭和２９年　４月　１日 昭和３３年　３月３１日
第 ３ 代 川 原 辰 男 昭和３３年　４月　１日 昭和３７年　３月３１日
第 ４ 代 大 石 正 昭和３７年　４月　１日 昭和４９年　３月３１日
第 ５ 代 椎 葉 庄 一 昭和４９年　４月　１日 昭和５７年　３月３１日
第 ６ 代 那 須 利 治 昭和５７年　４月　１日 昭和５８年　５月１５日
第 ７ 代 小 野 信 親 昭和５８年　５月１６日 平成　４年　３月３１日
第 ８ 代 蔵 座 利 秋 平成　４年　４月　１日 平成　８年　３月３１日
第 ９ 代 岩 崎 強 平成　８年　４月　１日 平成１３年　３月３１日
第　　10　　代 大 石 長 一 郎 平成１３年　４月　１日 平成１８年　３月３１日
第　　11　　代 吉 永 秀 一 平成１８年　４月　１日 平成２０年　３月３１日
第　　12　　代 蔵 座 幸 一 平成２０年　４月　１日 現 在 に 至 る
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（１）平成19年度上球磨地域幼少年婦人防火委員会事業

月 　　事　　　　　　　　業　　　　　　　　名

６
婦人防火クラブ救急講習

婦人防火クラブ防火教室

７
婦人防火クラブ救急講習　

婦人防火クラブ防火教室

８

幼年消防クラブ代表者会議

少年消防クラブ体験学習

少年消防クラブ署内研修

婦人防火クラブ代表者会議

幼年消防クラブ訓練指導

９ 幼年消防クラブ訓練指導

10

幼年消防クラブ訓練指導

婦人防火クラブ救急講習

婦人防火クラブ救急講習

11
幼年消防クラブ訓練指導

婦人防火クラブ救急講習

12

婦人防火クラブ防火教室

幼年消防クラブ訓練指導

少年消防クラブ訓練指導

１

幼年消防クラブ出初式参加

少年消防クラブ出初式参加

婦人防火クラブ防火教室

２ 婦人防火クラブ防火教室

３ 各クラブ総会
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（２）クラブ紹介

イ．婦人防火クラブ	 （平成20年４月１日）

名 称 事 務 所 の 所 在 地 結 成
年 月 日

ク ラ ブ
員 数 役 職 名 代表者氏名

岩野川内
婦人防火クラブ

水上村岩野
　川内集会所内

昭和58年
２月23日

４３名 会　長 井口美智子

麓婦人防火クラブ
あさぎり町上南
　麓公民館内

昭和58年
３月12日

２８名 会　長 石井　綾子

あおぞら幼稚園
婦人防火クラブ

あさぎり町上北1292
　あおぞら幼稚園内

昭和58年
４月１日

１０名 会　長 溝口かずみ

榎田婦人防火クラブ
あさぎり町上西
　榎田公民館内

昭和58年
４月28日

４８名 会　長 山崎　文子

北目婦人防火クラブ
水上村湯山
　北目公民館内

昭和58年
６月28日

２８名 会　長 堤田　長子

永岡婦人防火クラブ
あさぎり町岡原南
　永岡公民館内

平成６年
４月17日

８名 会　長 溝辺　節子

岡原村花みずき会
防火クラブ

あさぎり町岡原北
　竹野公民館内

平成６年
８月10日

８名 会　長 福永　峰子

下西婦人防火クラブ
あさぎり町上西
　下西公民館内

平成７年
５月15日

１５名 会　長 西　　栄子

湯ノ原婦人防火クラブ
あさぎり町須恵
　湯ノ原公民館内

平成７年
６月15日

１５名 会　長 酒井たつ代

覚井婦人防火クラブ
あさぎり町須恵
　覚井公民館内

平成７年
12月５日

１５名 会　長 高田真由美

二子婦人防火クラブ
あさぎり町免田東
　二子公民館内

平成８年
11月13日

１２名 会　長 鬼塚　絹子

古屋敷婦人防火クラブ 水上村江代古屋敷
平成９年
４月17日

１９名 会　長 米本　久美

上手、石坂
婦人防火クラブ

あさぎり町須恵
　上手、石坂公民館内

平成11年
９月15日

１１名 会　長 荒木　ゆり



− 69 −

ロ．幼年消防クラブ	 （平成20年４月１日）

名 称 事 務 所 の 所 在 地 結 成 年 月 日 クラブ
員 数 代 表 者 名 備 考

あおぞら幼稚園
幼年消防クラブ

あさぎり町上北1292
あおぞら幼稚園内 昭和57年７月１日 ９名 犬童　賢樹 45-3141

るり光保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町免田東1712
るり光保育園内 昭和58年７月１日 58名 井上　隆幸 45-0225

黒肥地保育園
幼年消防クラブ

多良木町黒肥地1671-1
黒肥地保育園 昭和58年８月１日 40名 鍋田　清高 42-2448

吉井保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町免田町東1941-1
吉井保育園内 昭和58年８月10日 17名 上村　艶子 45-4537

慈光保育園
幼年消防クラブ

湯前町1962-1
慈光保育園内 昭和58年10月１日 43名 藤岡　洋子 43-2180

早苗保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町免田西2591
早苗保育園内 昭和59年５月21日 41名 蟻田　紹児 45-3566

須恵保育所
幼年消防クラブ

あさぎり町須恵1200-3
須恵保育所内 昭和59年５月13日 14名 蓑毛　　哲 45-0741

まどか保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町免田東767－2
まどか保育園内 昭和59年６月20日 29名 川津　道雄 45-0505

多良木町立第三保育所
幼年消防クラブ

多良木町大字久米331
町立第三保育所内 昭和59年８月22日 19名 藤川　　豊 42-2217

岡原村立保育所
幼年消防クラブ

あさぎり町岡原北76
岡原保育所内 昭和62年６月15日 11名 平山　千草 45-0246

専立寺保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町岡原南868
専立寺保育園内 昭和62年11月12日 19名 季平　聖也 45-4372

まこと保育園
幼年消防クラブ

あさぎり町深田東788-1
まこと保育園内 昭和62年12月４日 39名 前原扶起子 45-0169

多良木町立第一保育所
幼年消防クラブ

多良木町大字多良木917
町立第一保育所内 昭和63年２月８日 18名 高田　　洋 42-2217

光台寺保育園
幼年消防クラブ

多良木町大字多良木3326-1
光台寺保育園内 平成４年５月28日 29名 橋永　素美 42-3412

水上村立岩野保育所
幼年消防クラブ

水上村大字岩野2678
村立岩野保育所内 平成５年４月16日 12名 成尾　政紀 44-0032

水上村立湯山保育所
幼年消防クラブ

水上村大字湯山1558
村立湯山保育所内 平成５年４月16日 12名 成尾　政紀 44-0039

湯前町立東部保育所
幼年消防クラブ

湯前町野中田2460
町立東部保育所内 平成６年５月23日 12名 今村美千子 43-2024

湯前町立南部保育所
幼年消防クラブ

湯前町3488
町立南部保育所内 平成６年５月23日 ３名 今村美千子 43-2047
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ハ．少年消防クラブ	 （平成20年４月１日）

名 称 事務所の所在地 結 成 年 月 日 クラブ
員 数 代 表 者 名 備 考

あさぎり町立深田中学校
少年消防クラブ

球磨郡あさぎり町
深田東2090 昭和57年７月１日 ９名 犬童　賢樹 45-3141

あさぎり町立上村中学校
少年消防クラブ

球磨郡あさぎり町
上北2144 昭和58年７月１日 58名 井上　隆幸 45-0225

ＴＯＫＩＤＯＵジュニア
ファイヤークラブ

球磨郡あさぎり町
岡原南290 昭和58年８月１日 40名 鍋田　清高 42-2448

あさぎり町立上小学校
少年消防クラブ

球磨郡あさぎり町
上北2370 平成６年５月23日 ３名 今村美千子 43-2047



火災・救急・救助は…119

　　　　〠868-0501
熊本県球磨郡多良木町大字多良木3146-1

上 球 磨 消 防 組 合
電　話（0966）４２－３１８１番
ＦＡＸ（0966）４２－２５４７番
緊急FAX（0966）４２－３１８２番

東 　 分 　 署
電　話（0966）４７－８１１９番
ＦＡＸ（0966）４７－８１２０番

日頃の注意で 火災予防



消 防 年 報
平成19年版

上球磨消防署のシンボルマーク

平成20年　刊行

郷土出身風刺漫画家（那須良輔氏）の作品を展示する記念館で
毎年行われる湯前町漫画フェスタ＜湯前町漫画美術館提供＞

上 球 磨 消 防 組 合

　上球磨の「上」を消防の力強いイメージでタッチし、構

成八ヶ町村を８本のラインでアレンジ、その礎となること

を表現するとともに、全体の丸みは管内が一体となって、

災害に対処する様を象徴したものであります。

（赤は消防、青は球磨川を表現）
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